




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　DO1．1，　DO2．1　　 　 　　 　001ま00’23”
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（互いに
篠塚（知り合いの客Aを見つけて手を前で組み近づく）
あ，本日は，わざわざどうもお運びいただきまして．
　丁寧に頭を下げる）
客A　OO2いいえ，ご案内，ありがとうございました．　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（頭を下
げる．ちょっと見回して）003まあ盛況でよろしゅうございま
　したわねえ．
篠塚　004いいええ，なんですか，こんなことも初めてでござい
　ましょ．（目を伏せる）005至りませんことばかりで．
客A　OO6ああら，そんなこと．007ご立派になさってるじゃご
　ざいませんの．（顔で脇を指す）
　008あのね，あたくし，セーターでもいただこうかと思ってお
　りますの．
篠塚009あ，（手で指す）あちらの方に，割といい物が出てお
　りますんですの．010ご案内いたしますわ．（体をそちらに向
　ける）
客A（手を横に振る）011あ，いえいえ．
　012お忙しんでしょう．013あたくし探しますわ．（体を前に
　傾けながら）014ね，お構いなく．
篠塚　015さいでございますか．
　016どうぞそれじゃ，ごゆっくり．
傑塚客A，互の仁梧弄の体の麓κ頭を刃）元
去るノ
DO3．1
DO3．2　　TO4　（ノミ
　　　　↓ザー
　　　　↓の盛
　　　　↓況）
　　　　↓
　　　　⊥
TO4（買い物の心
↓　つもり）←←←
TC2．2
±：i：：：：：］
プr／Z道う．客刀，」Zち去る．透繊磁ぎっτ
地域文化セ
ンター入り
口．入りロ
ドアにボス
ター．出入
りする子供
連れの客た
ち．
バザー会場．
テープの貼
られた仕切
り壁．商品
の置かれた
台．鮫子の
店．水鮫子
の鍋．発泡
スチロール
の食器．古
本コーナー．
【場面②】同じバザー会場．篠塚，バザーに来た高校の同級生と話す．
登場人物
　　篠塚善子
客B
（女性．50代なかば．竹山台団地に住む主婦．バザーの実行委員．客Bとは高校の同
級生）
（女性．50代なかば．篠塚の高校の同級生）
時　間 発話者・文番号・発話内容　　（非言語行動） 談話構造（話題）
循こうの方で蓉〔β力苧を振っτのる．媒顔’プ寄るノ
01’14”客B（相手をたたくように右手を振る）017見てたわよ．（上体
　を相手に近づける）018誰，あれ．019気取っちゃってさ．
篠塚　020やあだ，来てたの．
　021ね，なんか買ってくれた？
客B　O22今来たばかりだもん．
　023これから見せてもらう．
篠塚024うん．025せいぜいたくさん買ってって．
客B　O26うん．
　027また後でね．（右手を軽く上げて去る）
働鷲で代金をあラ萄
01’32”会計係（客が持っている品物の値札を見る）028入百円です．
　　　　029ありがとうございます．030二百円のおつりです．
　　　　031どうも．（頭を下げる）
﹇
DO3．2
DO1．1
TO3．2（何か買う
　↓
　↓
TC4．2
TC2．2
ように求
める）
：：：：〕
TC4（代金を受け
⊥　　取る）
　　　　　DC1．2
後ろに鮫子
の店．
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【場面③】同じバザー会場．篠塚，品物を買った客の苦情を聞く．
登場人物
　　篠塚善子
　　客A
（女性．50代なかば．竹山台団地に住む主婦．バザーの実行委員）
（女性．40代．バザーでセーターを買った）
時間 発話者・文番号・発話内容　（非言語行動） 談話構造（話題）
傑塚勘宕場微仁来る．客0，先κ貫’ったセーターを寿っτあごグを眉回乙τのるノ
01’38”
02’05”
篠塚（客Cに）032あの，何か．
客C　O33あのう，これ，さっき買ったんですけど，帰ってから
　見たら，（セーターを指す．篠塚，のぞき込む）ここにシミが
　あるのと，それから，ここに穴があいてるんですよねえ．
篠塚（客Cを見て，申し訳なさそうな口調で）034ああ，すみま
　せん．035よく調べたはずなんですが．
客C　O36これと同じ物ありません？
篠塚　037それが，みなさんからお出しいただいたものですん
　で，ほとんどが一点きりなんですのよ．
客C　O38そうですかあ．（セーターを見る）039これ，とって
　も気に入ったんですよねえ．
篠塚（客Cのひじに手をかけ，近くのセーターの台に導き，別の
　セーターを見せる）040かわりにこちらなんかいかがですか．
　041ちょっとおとなしい感じにはなりますけど．
客C（首をかしげ，またもとのセーターを見る）042このシミ
　ィ，取れるかしら．
篠塚（のぞき込んで）043さあ，わかりませんけど，穴の方は糸
　でかがってしまえばわからなくなると思いますよ．（客Cを見
　る）
客C　O44そうねえ，じゃあ，ちょっと洗濯屋さんに相談してみ
　ますね．045もし取れないようだったら，返品できます？
篠塚　046ええ，このバザーの間でしたら，結構ですよ．
客C（明るく）047あ，明日まででしたよね．
　048それじゃあ．（頭を下げて去る）
傑塚方勝をんτ送〃，先程のセーターをノを走めり
DO1．2TO2．2（用
　　　↓件を尋ね
　　　↓る）
　　　↓
　　　↓
　　　↓
　　→（同じ品
　　　↓があるか
　　　↓尋ねる）
　　　↓
　　　↓
　　→（代わり
　　　↓の品を勧
　　　↓める）
　　→（しみに
　　　↓ついて）
　　　↓
　　　↓
　　　↓
　TC4．2
　　→（返品に
　TC2．1ついて）
皿　　　　DC1・3］
表現
　「それが」（seg．09①一〇10，　seg．16①一〇18，　seg．24③一〇37等）相手の提案や発言を受け入れられない理
　　　由を述べるのに用いる．相手がその事情を知らないと思われる場合に，遠慮を示しながら反論
　　　する言い方である．
一93一
【場面④】10月29日日曜日．シンポジウム会場．敬語に関する討論が行われる．
登場人物
　　笹原千恵子
　　野沢喜代雄
　　井上正文
　　石川慎吾
　（女性．50代．大学教授．文化人類学専攻．シンポジウムの司会をつとめている）
　（男性．60代．大学教授．言語学専攻．シンポジウムの発題者）
（男性．40代．博物館学芸員．シンポジウムの発題者）
（男性．50代．作家シンポジウムの発題者）
時間 発話者・文番号・発話内容　　（非言語行動） 談話構造（話題）
働の尋会老房丈笹屍発麦翻に石ノ1／と托．触て『野沢，0」ワPでスクグーンに分遅麦
　を疎しながら莞纏7を」しτのるノ
02’42”野沢（立ってマイクを持っている）049いわゆる敬語とか待遇表
　現といわれているものは，現代の社会にはもう要らないものだ
　とか，面倒なだけだとか，否定的な評価がされることも多いわ
　けですが，まだまだ，日本の社会ではこの敬語をすっかり捨て
　去ってしまうということはむずかしい．050例えば，隣に越し
　てきた人と，その日からすぐ，まったく敬語を使わずに話すと
　いうのは，やはりこう落ち着かない．051ある程度距離をおか
　ないと，ま日本人の習性に反するだろうと思いますね．
ro日Pのシー♪を㌘〃かえ，スクグーンを振〃辺る．願を手仁寿1つノ
03’55”
野沢　052やはりこうした新興住宅地のような，毎日新しい人間
　関係を作っていかなければならない地域では，だれもが不愉快
　を感じないような，それでいてあまり面倒も感じないで，使え
　る，そういった敬語のシステムが発達してくるといいと思うわ
　けです．
笹原　053ありがとうございました．（頭を下げる）
　（会場に）054言語学のお立場から，新しく形づくられる人間
　関係についてお話しいただきましたが，この敬語ということに
　ついて，（パネラーたちの方を見る）他の先生方から，ご発言
　がございますでしょうか．
㈲況手を爵ぐあげるノ
04’13’
04’49“
笹原　055あ，はい，石川先生．
石川（会場に）056どうもこの，敬語という，なんていうか，
　（手を忙しく振る）こう人を区別してですね，態度をころころ
　変えるっていうのは，そろそろですね．057だいたい国語の先
　生方ってのは現状肯定っていうんですか，（手を軽く振る）現
　に今使ってるからそれでいいというようなことになるんだろう
　けれども，一度これは全部やめにしてですね，本当になくちゃ
　いけないのか考える．058だいたい大学を出た人間がまともに
　使えないなんてややこしい言葉づかいが残ってるのは，こら社
　会全体から見たら大変な浪費じゃないですかねえ．
井上（腕を組み薄笑いを浮かべている．ちょっと手を上げる．笹
　原に）059よろしいですか．
笹原　060どうぞ．
井上（石川・笹原を見てから会場に）061石川先生のおっしゃる
　ような敬語廃止論がいいかどうかというのはちょっと置いてお
　きましてですね，ひとつこういうことがあるんですね．（左右
　をみながら，やや乗り出して手を机の上で組む）062それは，
　デパートとかそういった接客業の人たちのことばが，最近非常
　に丁寧になってきてて，敬語が過剰じゃないか，過剰敬語など
　と言われる現象があるわけです．
石川　063インフレでしょ，（手でおさえるしぐさ）敬語のね．
井上　064そう．065お客に失礼だと思われる危険性が絶対ない
　ようにってことで，（手のひらを平に出してだんだん上げる）
　どんどんエスカレートするわけで，（両手のひらで物をそっと
　持つようなしぐさ）だから一方で敬語が簡単になって，（左手
　のひらを立て，右手の甲をそれに近づけたり離したりする）く
　だけたやりとりで済まそうって傾向があって，（左手のひらで
→（敬語につい
↓　て）←
←
←
←
←
←
TC1．2←
←
←
←
⊥
TO4（発言を求め
↓　　る）←←
→（指名する）
TO4（敬語につい
↓　　て）←←←
←←
←
←
←
→（発言許可を求
↓　める）
TO4（敬語につい
↓　　て）←←←←
←←←
←
←
←
←
←
シンポジウ
ム会場．ス
テージ上に
タイトルの
横断幕．壇
上にテーブ
ル．各発題
者の前に名
前を書いた
紙．中央の
テーブルに
マイクスタ
ンド．脇に
OHP．後
ろのスクリ
ー ンに待遇
表現分類表，
待遇表現モ
デル図．マ
イクは手に
持っている．
座って聞く
聴衆．立ち
見の聴衆．
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05’39’
06’12”
　切るようなしぐさ）それをつきつめると，敬語廃止論．066で
　すけど，（石川を見てから笹原の方を見る）一方ではむしろや
　たらにおおげさなことばつかいが広まりつつあると．（笹原，
　うなずく）067いい悪いは別にして，これも現実なんですね
　え．
笹原　068やはり，日本人の意識から待遇表現というものを取り
　去るのはかなりむずかしいことのようでございますね．（石川
　・野沢の方を見る）
野沢（笹原を見てうなずく）069うん．（会場に）070ひとつに
　はやはり，場面による使い分けということを考えるべきだと思
　いますね．071どんな時にもただただバカ丁寧にしていればい
　いというものではない．072それからもうひとつ，さっき申し
　たように，全体として簡潔にわかりやすくしていく努力が必要
　であると思います．
（クレジット）
←←←←←
TC1．1←←
TC1．2←
←
←
←
⊥
表現
　「～は別にして」（seg．24④一〇67）その観点からの判断でなく，別の側面のことを述べる，との意味
　　　を表す．多くの場合に，後に述べる観点からの判断の方がより重要である，との主張を含んで
　　　いると受け取るのが適当である．
　「ひとつには」（seg．24④一〇70）話題になっていることに関連して，新たな内容を述べる時に用い
　　　る．表面上は，問題にすべきことのうちのほんの一つに過ぎない，といった控えめな形をとっ
　　　ているが，多くの場合，そのことこそが重要な点である，との主張をやわらげる言い方である．
　　　「ひとつ」（seg．24④一〇61）も同様の効果を持っている．
一95一
シナリオにあらわれた談話行動の分析
　　　　　　　　　　　　　（執筆：小林ミナ）
1．前言にかえて一分類が拠ってたつ立場
　言語的な単位の一つである「談話」を，非言語的
コミュニケーションも含めた全体的なコミュニケー
ションの一部分として位置づけると，「コミュニケー
ション行動におけるひとまとまりの談話行動」（以
下，談話行動）という構造体としてとらえなおすこ
とができる．本解説書では，そのような構造体の成
分（マクロストラクチュアのコンポーネント）とし
ての談話方策をシナリオから抽出し分類することに
よって，日本語による談話行動のモデルを記述する
ことを試みた．
　現実にあらわれるさまざまなコミュニケーション
行動の中で，どこからどこまでを一つの談話行動と
して認定するかという難しさは，言語的な単位とし
ての談話を認定する難しさとパラレルな関係にある．
そこでここでは，談話行動を「会話参加者同士の接
触が開始されてから終結するまでのひと続きの発話
行動」と定義し，談話方策の抽出と分類を行なった．
具体的な談話行動の例としては，「知人の家を訪ねて
から辞去するまでの発話行動」「店に入って買物を済
ませ店を出るまでの発話行動」などが考えられる．
2．マクロストラクチュアのコンポーネントとして
　　の談話方策
2．1．談話行動の構造と談話方策
　談話方策を抽出する前提として，談話行動のモデ
ルを下図の構造をもつものと仮定した．
　会話参加者が接触を開始する際に，あいさつを交
わしたり，初対面であれば名乗ったりする．接触を
終結する際にもあいさつを交わしたりする．談話行
動の開始と終結にみられるこのような部分を，談話
開始部および談話終結部とした．
　友人に電話をかけて買物に誘うという談話行動を
例にとると，「こんにちはなどの挨拶をする」「今，
電話で話していても差し支えないか都合を尋ねる」
などが談話開始部，「さよなら，バイバイなどの挨拶
をする」「家人によろしくと言う」などが談話終結部
である．
　そして，「談話の開始（Discourse　Opening以下
DO）」と「談話の終結（Discourse　Closing以下
DC）」に用いられている方策を，談話開始部と談話終
結部を構成する要素としてそれぞれ抽出した．談話
開始部と談話終結部は，談話行動における実質的な
情報のやりとりという側面からみると余剰とも考え
られるが，コミュニケーションの円滑な遂行という
側面からみると，必須と考えられるものである．
　次に，談話開始部と談話終結部とにはさまれた部
分を話題部とした．上に一例としてあげた買物に誘
う談話行動では，実際に勧誘を行なう部分が話題部
である．そして，「話題の開始（Topic　Opening以
下TO）」と「話題の終結（Topic　Closing以下
TC）」に用いられている方策を，話題開始部と話題
終結部を構成する要素としてそれぞれ抽出した．
2．2．モデル記述の限界と意義
　上で「知人の家を訪ねてから辞去するまでの発話
行動」など，いくつかの談話行動を例としてあげた
が，私たちが現実に行なっているさまざまなコミュ
ニケーション行動が，上にあげたモデルのような，
明解な構造体をもつ談話行動の連続ばかりでないこ
とは，言うまでもない．現実にあらわれる個々の談
話行動というものは，変則的，階層的な形で実現す
る．
　例えば，他の会話参加者があらわれることによっ
て中断したり，一つの談話行動が他の談話行動を内
包したり，複数の談話行動が同時に進行したりとい
ったことはもちろん，談話開始部をもたずにいきな
り話題部に入る談話行動が出現することも考えられ
るし，用件だけを告げて談話終結部をもたずに別れ
てしまう談話行動が出現することもある．また，一
つの話題部と次の話題部の境界が必ずしも明確でな
い場合もある．さらに，近況報告やおしゃべりのよ
うに，実質的な情報のやりとりよりもことばを交わ
し合うことに重きがおかれている談話行動では，談
話開始部と話題部，あるいは話題部と談話終結部の
境界が明確でない場合もあり得る．
　しかし現実にあらわれる談話行動が，変則的，階
層的な形で実現するものであったとしても，談話行
動をひとつの構造体ととらえ，実際の談話資料を用
いてその実態を記述しつつモデルを構築していく作
業が必要であることは疑いがない．なぜなら，日本
語でのコミュニケーション能力の習得を目的とする
日本語教育におけるシラバスおよびカリキュラムの
作成，その助けとなる基礎資料作成には，実際の言
語運用資料を分析することによって得られた成果が
大いに貢献することが予想できるからである．
　さらに，異なる言語による談話行動を同じ枠組み
で記述する作業によって，談話方策や談話の進め方
のレベルでの対照研究が可能になる．
3．シナリオにあらわれた談話方策
3．1．談話方策リスト
　これまで述べてきたことを前提に，シナリオから
「談話の開始／終結（DO／DC）」と「話題の開始／
終結（TO／TC）」のそれぞれの方策を抽出し，分
類したものが以下のリストである．
時間の流れ一一一一〉 （注）
談翻始部→［＝：＝＝コー 談話終結部
話題開始部［：遮］話題終結部
会話参加者が出会う　　　　　　　　　　　　　　　　会話参加者が別れる
　　（注）　一つの「談話行動」の中に、複数の話題部が繰り返し起こることもある。
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①談話の開始（DO）に用いられる方策
　DO1．1．相手の存在を認める等の注目表示
　DO1．2．呼びかけ等，注目を要求する
　DO2．1．出会いのあいさつ
　DO2．2．名乗り
　DO3．1．互いの関係や共通体験への言及
　DO3．2．その場でみとめられる状況への言及
　DO4．その他
②談話の終結（DC）に用いられる方策
　DC1．1．談話を終結させる意思表示
　DC1．2．感謝または陳謝の表明
　DC1．3．別れのあいさつ
　DC2．1．聞き手への配慮の表示
　DC2．2．話し手自身への配慮の要請
　DC2．3．他の誰かへの配慮の表示
　DC3．1．他の行動に移る意思表示
　DC3．2．再会への言及
　DC4．その他
③話題の開始（TO）に用いられる方策
　TO1．1．話題を開始する意志表示
　TO1．2．話題の種別の表示
　TO2．1．話題の開始の催促
　TO2．2．話題の種別の質問
　TO3．1．話題の前提となる情報の提示
　TO3．2．話題の前提となる情報の要求
　TO4．話題そのものの提示
　TO5．その他
④話題の終結（TC）に用いられる方策
　TC1．1．話題内容の要約・まとめ
　TC1．2．話題に関する結論または決定
　TC2．1．質問等に対する返答
　TC2．2．提案・行為要求の受諾または拒絶
　TC3．話題内容・結末に関する論評・感想
　TC4．1．次の話題に移る意思表示
　TC4．2．話題内容・結末に基づく行動への言及
　TC5．その他
3．2．シナリオにあらわれた談話方策
　シナリオにあらわれた談話方策の具体例を上述の
リストに沿って掲げる．
①談話の開始（DO）に用いられる方策
DO1．1．相手の存在を認める等の注目表示
　会話参加者が互いの存在に気づいたことを示す．
例：「おい，小山．」「やあ」（seg．03②一〇14，
　　－015），「（会釈して）すみません」（seg．05②一〇21）
DO1．2．呼びかけ等，注目を要求する
　談話を始めたい相手に気づいてもらいたいことを
示す．
例：「ああ，鈴木君」（seg．04②一〇13）
DO2．1．出会いのあいさっ
　人と出会った時のあいさつとして慣用されている
表現を用いる．
例：「はじめまして．（後略）」「はじめまして．（後
　　略）」（seg．02①一〇〇5，－007），「いらっしゃいませ．」
　　（seg．06①一〇〇2）
DO2．2．名乗り
　会話参加者が初対面の場合は，互いに名乗りあう
ことがある．やりとりされるのは名前だけとは限ら
ず屋号や職業のこともある．必要であれば，肩書や
出身などの情報が付加される．
例：「こちら編集を担当しております吉岡です．」
　　「編集の吉岡でございます．」（seg．10①一〇〇9，
　　－010）
DO3．1．互いの関係や共通体験への言及
　互いの関係や共有する話題や経験を持ち出す．共
通の話題・経験に言及することによって，互いの関
係がその場限りのものではなく恒久的なものである
ことを示し，会話参加者の共感性を高めるのではな
いかと思われる．seg．06②に見られる岸本と中村の共
通の知人である田中に関するやりとりが，この例で
ある．
DO3．2．その場でみとめられる状況への言及
　その場の状況，具体的には互いの健康状態や服装，
その日の天候などを話題にする．その場での相手の
状態へ言及することによって相手への関心を示した
り，天候へ言及することで場を共有していることを
示したりする．
例：「お前，元気そうじゃないか．」（seg．03②一〇17）
DO4．その他
②談話の終結（DC）に用いられる方策
　Clark　and　French1981，岡本1990によれば，談話
行動を終結させること，すなわちそこでの接触を終
わらせることは，会話参加者にとってできるだけ回
避したいことである．そのため，そこでの接触の終
結が互いの関係を維持する上での絶対的なマイナス
とならないために，会話参加者はさまざまな方策を
用いる．
DC1．1．談話を終結させる意思表示
　結論がでたことを確認する，あるいは，談話を終
結させなければいけない外部の事情を持ち出す．
例：「じゃ，いま，ちょっと電話中なので．」（seg．07
　　②一〇36）
DC1．2．感謝または陳謝の表明
　感謝または陳謝をあらわす表現を用いる．表現の
選択には談話行動の内容が関わっている．例えば，
依頼の談話行動であれば感謝を，謝罪の談話行動で
あれば陳謝を表明する，などがある．また感謝のこ
とばにどのような応答を返すかは，互いの関係が関
わっており，必ずしも日本語のテキストにとりあげ
られることの多い「ありがとうございました一ど
ういたしまして」というやりとりであるとは限らな
い．
例：「どうもありがとうございました．」「よろしく
　　お願い致します．」（seg．04③一〇45，－046），
　　「どうもありがとうございました．」「お大事に．」
　　（seg．23④一〇89，－090），「どうもありがとうござ
　　いました．」「どうも．」（seg．08②一〇60，－061）
DC1．3．別れのあいさつ
　人と別れる時のあいさつとして慣用されている表
現を用いる．適切なあいさつ表現の選択には，互い
の関係や談話行動が行なわれた場所や時刻などの外
的な条件が関わっているようである．例えば，家族
や同僚に対しては「さようなら」は使わない，夜遅
く別れる際には「さようなら」のかわりに「おやす
みなさい」ということがある，などがある．
例：「それじゃ，失礼します．」「じゃあ，ごめんく
　　ださい．」（seg．07③一〇53，－054）
DC2．1．聞き手への配慮の表示
　談話を終結させるにあたり，なんらかの配慮をあ
らわす．聞き手に対する配慮の表示をDC2．1．に，話
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し手自身に対する配慮の要請をDC2．2．に，第三者に
対する配慮の表示をDC2．3．に分類した．
例：「来週でも，一段落したら，うちにも遊びにい
　　らして．」「ええ，とにかく一度，お電話します．」
　　「じゃあ．後片付けがんばって．」（seg．07①一
　　〇48～－052）
DC2．2．話し手自身への配慮の要請
例：「じゃ，お願いします．」「よろしく．」（seg．07④
　　一〇86，　－087）
DC2．3．他の誰かへの配慮の表示
例：「機械部の中村さんだ．それじゃ，よろしく．」
　　（seg．02②一〇68，－069）
DC3．1．他の行動に移る意思表示
　次の行動に移ることを示す．話し手自身が次の行
動に移ることを示す場合と，聞き手に次の行動に移
ることを促す場合の両方をここに分類した．
例：「ちょっと，お待ちになって．（＝話し手自身が
　　次の行動に移ることを示す）」（seg．07①一〇20），
　　「さあ．（＝聞き手に部屋を出るよう促す）」（seg．
　　02③一〇91）
DC3．2．再会への言及
　将来における再会を話題にすることにより，そこ
での談話行動の終結が一時的なもので，互いの関係
は恒久的なものであることを示す．この方策が用い
られるのは，実際に再会の予定があるかないかに関
わらない．
例：「じゃ，またそのうちに．」「うん．そのうちに
　　一杯やろうか．」（seg．03②一〇60～－062）
DC4．その他
③話題の開始（TO）に用いられる方策
TO1．1．話題を開始する意志表示
TO1．2．話題の種別の表示
　会話参加者の一方が，明確な目的をもって臨んで
いる談話行動では，話題の目的（種別）をはっきり
提示することによって，談話開始部から話題部に移
行することがある．
例：「おじさん，今日はちょっと，えと，頼みがあ
　　って．」（seg．16①一〇〇1）
TO2．1．話題の開始の催促
　TO1．2．と同様に，話題部に移行することを催促す
る．
例：「なんか，話でもあるのか．」（seg．18①一〇〇1）
TO2．2．話題の種別の質問
　TO1．2．と同様に，話題部に移行するためにその目
的を尋ねる．
例：「それで，相談とは？」（seg．10①一〇15）
TO3．1．話題の前提となる情報の提示
　いきなり本題に入らず相手の反応や状況によって，
話の進め方を調節するために，本題の前提となる情
報を提示する．次の例では，敏子はちょうちん祭り
に誘うためにベティに電話をしたが「ちょうちん祭
りに行きませんか」などの直接的な勧誘表現を用い
ずに，電話の直前の状況を描写している．
例：「ええ，いま，吉岡さんが見えてるんです．も
　　し，よろしかったら，わたしのところにいらっ
　　しゃいません？三人で川越のちょうちん祭りに
　　でも行ってみようって，話しているんですが．」
　　（seg．12①037～－039）
TO3．2．話題の前提となる情報の要求
　TO3．1．と同様の理由で，本題の前提となる情報を
要求する．seg．20②では，三浦は北野をその夜に行な
われる団地の相談会に誘おうとしているが，勧誘の
ことばの前に，今夜の予定を尋ねている．
例：「そうだ，先生，今夜，なにか予定ありますか．」
　　（seg．20②一〇〇2）
TO4．話題そのものの提示
　新しい話題そのものを提示することによって，結
果的に次の話題部が開始されることがある．しかし
この方策は，相手の話に興味がないことの表明，こ
れまでの話題がその場にふさわしくないことの指摘
など，マイナスの含意をうみだす可能性がある．そ
こでこの方策を用いるときには，「あと／それから／
さっそくですが」などの表現によって，新しい話題
を導入することが言語的に明示されることが多い．
例：「それからね，さっきチャンさんとはなしてた
　　らね，」（seg．20③一〇52）
TO5．その他
④話題の終結（TC）に用いられる方策
TC1．1．話題内容の要約・まとめ
　それまでの話題部の内容をまとめたり，オチをつ
けたりする．
例：（戸籍謄本を取りに行ってほしいという依頼に
　　一応の承諾を得た後に）「じゃあ，お願いしてい
　　いかしら．」（seg．07⑤一〇95）
TC1．2．話題に関する結論または決定
　話題部で検討されてきたことの結論を述べる．
例：（本のページ数を減らす相談をしていて）「そこ
　　の写真5枚を……，別な写真1枚に替えますか．」
　　（seg．10①一〇10）
TC2．1．質問等に対する返答
　相手の要求に応答する．相手が情報を要求してい
る（＝質問）場合の応答をTC2．1．に，行為を要求
している（＝提案・行為要求）場合の応答をTC2．2．
に分類する．
例：（本の発行予定日を尋ねられて）「ええ，変更は
　　ちょっと．」（seg．09①一〇54，－055）
TC2．2．提案・行為要求の受諾または拒絶
例：（そうめんを勧められて）「じゃ，ごちそうにな
　　ります．」（seg．12②一〇65）
TC3．話題内容・結末に関する論評・感想
　話題部の内容や結末に対して，自分の感想や意見
を述べる．
TC4．1．次の話題に移る意思表示
　次の話題に移ることを示すことによって，結果的
にその話題部が終結されることがある．
例：「ほかに何か．」（seg．10①一〇39）
TC4．2．話題内容・結末に基づく行動への言及
　話題部の内容や結末から導かれる次の行動や予定
を述べたり，確認したりする．
例：「では，これ拝借します．」（seg．10②一〇70）
TC5．その他
4．教育内容としての談話構造
4．1．談話教育の意義
　日本語によるコミュニケーション能力の獲得を目
標とする日本語教育では，その教育内容として，文
法・語彙など体系に関する知識だけではなく，「ある
語彙や表現をどのように使うか」という運用に関す
る知識も含めて考える必要がある．
　例をあげると，「～ていただけませんか／～てくだ
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さい」という文末形式がともに依頼の機能をもつ，
「ちょっと」という副詞が「少し」という本来の意
味を離れて話の調子を整えるためのいわば間投詞の
ように用いられることがある，といった記述は，共
に，日本語運用の一側面をとらえたものと言える．
このような，ある文末形式や語彙に関する運用面で
の知識は，コミュニケーションを円滑に進めるため
には不可欠なものであろう．
　それと同時に，談話レベルでの日本語運用に関す
る知識も，教育内容の一項目として取り上げられる
べきものである．談話レベルでの運用の知識とは，
出会ったときにどのようにあいさつをするか，どの
ように話を切り出すかなど，ひとまとまりのコミュ
ニケーション行動としての談話行動を円滑に進める
上での方策（ストラテジー）や，そのために，ある
形式や表現が担う機能などに関する知識をいう．
　ザトラウスキー1986－a，－b，1987では，勧誘を目
的とした談話が，勧誘の機能をもつとされる表現（～ま
せんかなど）だけによって実現されるのではなく，
相手の反応によってプラス情報やマイナス情報を調
節しながら提供したり，相手が断わった場合でも気
まずくならないような方策を用いたりしながら進行
することが指摘されている．この指摘が示唆してい
るように，コミュニケーション能力とは，談話の進
行に関わる知識も含んだ総体ととらえるべきもので
ある．
　したがって，日本語でのコミュニケーション能力
の獲得のためには，談話レベルでの日本語運用に関
する知識を取り上げる談話教育が意義あるものと考
えられる．
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4．2．談話教育における本映像教材の可能性
　4．1．で述べた談話教育の基礎資料として『日本語
教育映像教材　中級編』がもつ可能性を示すものと
して，本解説書の談話行動モデルおよび談話方策の
リストの利用例を以下に記す．
（1）既習の文末形式や表現について，それぞれの方
策に用いられるものをリストアップし，談話レベル
での機能という観点からカテゴリー化する．
（2）　「勧誘」「依頼」「提案」など話題部の内容によ
って典型的にあらわれる方策の組み合わせを作る．
（3）談話の開始と終結に用いられる方策について，
「上司と部下」「友人」「家族」など会話参加者の関
係によって，用いることができる／できないという
観点からカテゴリー化する．
（4）上の（2）と（3）を組み合わせて，「上司に依頼す
る」「家族を勧誘する」など具体的な「談話行動」の
モデルを作る．学習者のレベルによって，単純なも
のから複雑なものまで，さまざまな組み合わせが考
えられる．
（5）異なる言語による談話行動を，同じ枠組みで記
述し，日本語談話行動との異同を明らかにする．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　索　　引
　以下に，「索引」として次の5種を掲載する．これらは，「中級編」を多角的な観点から利用するた
めの資料として作成されたもので，ある伝達機能が描かれた場面を全セグメントから集める，ある形
式が担いうる機能を一覧する，体のある部位を使った動作で何が伝達できるかをリストアップする等，
さまざまな目的でこの教材を分析し，多様な教授内容を設定するために利用することを目的としてい
る．
1．場面機能索引　　「映像解説」の「流れにそって」の表中に記された話題内容の索引で，話題の種類
　ごとに，　その談話構造や用いられる言語形式を整理するために用いることができる．
2．非言語行動索引　同じく「流れにそって」の表中にト書きとして記された随伴動作等のうち，伝達
　手段として意味を持ちうるものを分類して掲げたもので，総合的コミュニケーションの手段として
　用いられる動作の実例を検索するために用いることができる．
3．画像索引　同じく「流れにそって」の表の欄外に記された事物の索引で，事物を映像によって提示
　するために使用することができる．
4．文化事項コラムー覧　本書で各セグメントについて記された「文化事項コラム」のタイトルを掲載
　順に列挙したリストである．
5．表現形式一覧　同じく，「表現形式」として挙げられた内容を列挙したリストである．
1．場面機能索引
凡　例　この索引には，「中級編」で描かれた各場面の機能を分類して挙げてある．各場面の機能は，
　主に，本文中でTOおよび　→　の箇所にある発話の性格によって認定することにし，それらの発
　話が持つと考えられる機能のうち，最も顕著なものを，Jakobson1960（訳語は川本他訳1973による）
　の言語機能分類を参考にした以下のような分類表により分類した．
cf．　Jakobson，　R．1960　Linguistics　and　Poetics　（S砂1θ㌘μηg㎎¢，　T．A．Sebeok　ed．，　M．1．T．
　　Press）［川本茂雄他訳1973『一般言語学』，みすず書房］
◆関説的発話（実質的情報をやり取りする）
　◇行為：行為を行いながら補足的情報を伝える
　◇紹介：ワキの人物に関する情報を伝える
　◇自己紹介：初対面の相手に自分に関する情報を
　　　　　　伝える
　◇情報伝達：自分にとって既知であり相手にとっ
　　　　　　　て未知の情報を伝える
　◇説明：自分に関する情報を伝え理解を求める
　◇情報要求：自分にとって未知の情報を要求する
　◇確認要求：自分にとって既知の情報を提示し確
　　　　　　認を求める
　◇相談：互いの了解の上で行為の方針等を定める
◆動能的発話（行為要求）
　◇要求：それを行うべき立場にある相手に対して
　　　　行為を要求する
　◇指示：何らかの権限をもって行為を要求する
　◇依頼：相手の厚意により自らの利益になる行為
　　　　　を要求する
　◇勧め：相手の利益になる行為を要求する
　◇誘い：自分とともに行為を行うことを要求する
◆心情的発話（感情・意志等の表出）
　◇感想叙述：話題やできごとに対して自分が
　　　　　　感じるところを述べる
　◇意志表示：自分の意志・決定などを述べる
　◇儀式的：慣習的に定まった形式にのっとっ
　　　　　　て感情等の表出を行う
◆交話的発話（ことばを交わすことにより良好
　　　　　　　な対人関係を保持する）
　◇情報叙述：互いに共感できる話題に関する
　　　　　　情報を伝える
　◇質問：相手に関する情報を求めることによ
　　　　　り相互の理解を高める
◆メタ言語的発話（ことばそのものを話題にす
　　　　　　　　　る）
　◇語釈要求：ことばについての説明を求める
　◇訂正：ことばの形やことばつかいを訂正す
　　　　　る
　「関説的発話」に属する「情報伝達」と「説明」とは，いずれも，なんらかの情報内容を相手に伝
え教える機能であるが，「説明」には，話し手の側に関する情報内容を伝えた上で，さらにその事情に
理解を求める気持ちを含んでいる場合を分類した．それに対して，「情報伝達」には，より客観的な情
報内容を分類してある．
　同様に情報を相手に伝える機能として，「交話的発話」のうちの「情報叙述」がある．「関説的」機
能が情報内容が相手の知識となることを目的とするのに対して，「交話的」機能は，ことばを交わすこ
と自体を目的とし，それによって相手に対して敵意がないことを示したり親しくなろうとする意志を
示したりするものである．従って，ここに含まれる「情報叙述」には，新しい情報内容を相手に教え
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ることより，互いに興味の持てる話題を持ち出して共感が生まれたり，そうした会話を交わすこと自
体によって親しみが生じることを目的とした発話が分類される．
　「関説的発話」中の「情報要求」と，「交話的発話」中の「質問」とも，同様の関係にある．「情報
要求」に当たる発話が，自分にとって多少とも必要な実質的情報を求めるものであるのに対して，「質
問」に分類された発話は，主に相手側の事情などを尋ねることにより，話し手が相手に関心や好意を
持っていることを示すことに主な目的がある．
　「動能的発話」は，いずれも，相手に何らかの行為を行うよう求める機能を持つが，そのうち，「要
求」には，店員が客に応対するなど，相手が義務として当然行うべき行為を求めるもの，「指示」に
は，その行為を命じる資格のある話し手による行為の要求を，それぞれ分類した．また，「依頼」に
は，相手が行う義務のないことを厚意として行うよう頼む発話が分類される．これらはいずれも，話
し手が利益を受ける場合である．それに対して，「勧め」には相手の利益になることを行うよう勧める
発話，「誘い」には相手の自由意志によって話し手といっしょに何かを行うよう勧める発話が分類され
ている．これらは，相手が利益を受ける行為を要求する機能と言える．
　「心情的発話」は，話し手の感覚・感情などの主観的内容を表すもので，「感想叙述」はすでに起こ
った事態に対して話し手が持つ感想・意見を述べるもの，「意志表示」は，主に話し手がこれから行お
うとすることがらを述べるものを含む．
　「メタ言語的発話」は，ことばに関する知識やその場で発せられたことばの形式・意味に言及する
機能で，「語釈要求」は自分の知らないことばに関する知識を尋ねたりする発話，「訂正」には相手の
不適当なことばつかいを指摘し正すなどの発話が含まれる．
　この分類中に　◇　で示される小分類の種類は，「中級編」に現れた発話を分類して得られたものに
限られているので，さらに広い範囲のテクストを分析すれば，これ以外の機能を設ける必要が出てく
ることは当然予想される．
場面機能索引
◆関説的発話（実質的情報をやり取りする）
◇行為：行為を行いながら補足的情報を伝える　［ユニット1］seg．03②（代金を払う）
　2］se9．08④（代金を払う）　seg．11①（食事を始める）
　ひとりごと）　seg．12①（手土産を渡す）
◇紹介：ワキの人物に関する情報を伝える［ユニット1］se9．02①（連れを紹介する）
　話で人を紹介する）　seg．03②（友人を紹介する）
　10②（連れを紹介する）　［ユニット3］seg．14①（両者を紹介する）
　　　　　　　　　　　　　［ユニット
seg．11②（用の済んだ物を片付けながら
　　　　　　　　　　　　　　　se9．02②（電
［ユニット2］seg．10①（連れを紹介する）seg．
◇自己紹介：初対面の相手に自分に関する情報を伝える［ユニット1］seg．01①（多数の前で）
　01①（多数の前で）
◇情報伝達：
　会の予定を伝える）
　うことを伝える）
　的地へ案内する）
　る）
　る）
　ニット3］
　ことを伝える）
　（敬語について）
◇脱明：
自分にとって既知であり相手にとって未知の情報を伝える
seg．09①（割り付け結果の報告）
seg．11①（伝言を伝える）
　　seg．17①（日柄について）
　　　　　［ユニッ　ト　4］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．　seg．01①（多数の前で）　se昏01①（多数の前で）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［ユニット1］se9．04②（面
　seg．04④（道順を説明する）　seg．05①（出口を教える）　seg．05①（道が違
seg．05③（道を説明する）　seg．05③（迷った理由を説明する）　seg．05④（目
seg．06①（来客を告げる）　［ユニット2］seg．07⑤（手続きのいきさつを伝え
　　　　　　　　　seg．09③（交渉結果の報告）　seg．10①（目的地へ案内す
　　　　　　seg．12①（共通の知人の近況）　seg．12①（電話の報告）　［ユ
　　　　　　　　　seg．17③（貸家の候補を検討する）　se9．18①（結婚する
　 　 　seg．24④（敬語にっいて）　seg．24④（敬語について）　seg．24④
　　　　自分に関する情報を伝え理解を求める［ユニット1］seg．06②（自社の方針を説明する）seg．
　06②（自社の事情を述べる）　seg．06②（商品の内容を説明する）　［ユニット2］seg．07③（来客
　の説明）　seg』7③（自分の都合）　seg．08②（商品を説明する）　5eg．09①（遅れた事情の説明）
　［ユニット3］seg．14④（断りの理由）　seg．16②（結婚することを伝える）　seg．16②（結婚の
　いきさつ）［ユニット4］5eg20②（イベントの内容について）seg．21②（鮫子の店の都合）seg．
　23④（バザーの仕事について）　seg．24①（買い物の心づもり）
◇情報要求：自分にとって未知の情報を要求する［ユニット1］seg．02②（日程の都合を尋ねる）seg．
　03②（注文を取る）　seg．04②（用意する物を尋ねる）　se9．04③（道順を尋ねる）　seg．04③（ビ
　ルの名前を尋ねる）　seg．04③（住所を尋ねる）　seg．05②（道を尋ねる）　seg．05③（道を尋ねる）
　seg．06①（約束の有無を尋ねる）［ユニット2］seg．07②（御用聞きをするかどうか尋ねる）　seg．
　07④（手続きの場所を尋ねる）　seg．07④（住民票のことを尋ねる）　seg．07④（手続きがいつ済む
　か尋ねる）　seg．08①（売り場を尋ねる）　se昏08②（買い物の用途を尋ねる）　seg．08②（のし紙
　について尋ねる）　seg．08④（買う魚を選ぶ）　seg．08④（魚のさばき方を尋ねる）　seg．09①（飲
　み物の好みを聞く）　seg．09①（日程を尋ねる）　seg．09②（日程の相談）　seg．11①（卵の注文を
　きく）　seg．11①（石けんの場所をきく）　se昏11②（本を入れる場所を尋ねる）　seg．12①（飲み
　物の希望をきく）［ユニット3］segj　5①（販売企画について）seg．15①（他の議題の有無）se昏
　15②（写真家について尋ねる）　seg．17①（結婚式の様式）　segj　7①（披露宴の人数）　seg．17②
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　（貸家を探す）　seg．17②（貸家の希望を尋ねる）　seg．18①（用件を尋ねる）　［ユニット4］seg．
　19③（話の内容を尋ねる）seg．20②（場所を尋ねる）seg．20③（提案の具体的内容を尋ねる）se昏
　21①（会場を予約する）seg．21①（書き方を尋ねる）seg．21①（会場使用の目的を尋ねる）seg．
　21①（会場の空いている日を尋ねる）seg．21①（会場が空いているかどうか尋ねる）seg．21②（出
　口の位置を確認する）seg22①（商品の評判を尋ねる）se忌22①（条件を尋ねる）se昏22②（出
　席者について）　seg．22②（出席者の発題内容）　seg．22②（会場の場所）　seg．23②（具合を尋ね
　る）　seg．23④（問診をする）　seg．23④（痛みについて尋ねる）　seg24③（用件を尋ねる）　seg．
　24③（同じ品があるか尋ねる）
◇確認要求：自分にとって既知の情報を提示し確認を求める［ユニット2］se9．08③（鍵を持ってい
　ることの確認）　［ユニット3］seg．14①（受賞のことに触れる）　seg．15①（客層について）　［ユ
　ニット4］se9．19①（約束の確認）
◇相談：互いの了解の上で行為の方針等を定める　［ユニット1］seg．02②（会う日を決める）　seg．
　04①（面会の約束をする）　seg．05①（道を探す）　seg．02②（日程の決め方について案を出す）［ユ
　ニット2］seg．08①（買い物の順序）　seg．08②（スプーンセットを選ぶ）seg．08③（献立）　seg．
　09①（表の形を変える提案）　seg．09①（図版を削る提案）　seg．09①（写真を削る提案）　seg．09
　①（本文を削ってもらう提案）seg．09①（ページ数を増やす提案）seg．10①（原稿を縮める方法
　の提案）　seg．10①（原稿を縮める方法の提案）　seg．10①（提案への補足）　seg．10②（割り付け
　方法）segJ　O②（写真の受け渡し）segj　1②（公園へ行く提案）seg．11③（行き先の提案）seg．
　11③（帰る提案）　seg．11③（公園へまた来る提案）　seg．12①（祭りに行く提案）　seg．12①（知
　人を誘う提案）　［ユニット3］seg．15①（若い人の意見を尊重する提案）　seg．15②（ポスター写
　真の案を見せる）　seg．16②（正式な依頼のしかた）　seg．17①（式場の具体案）　seg．17②（他の
　貸家を探す）　seg．17②（貸家の案を検討する）　seg．17②（貸家の案を検討する）　seg．17②（貸
　家の案を検討する）　seg．17②（意見を求める）　seg．17④（意見を尋ねる）　seg．18②（スピーチ
　の内容）［ユニット4］seg．20③（イベントの内容を提案する）　seg．20③（提案への賛成）　seg．
　20③（イベントの内容の提案）　seg．20③（イベントの内容の提案）　seg．21②（会場レイアウトの
　提案）　seg．21②（具体案を求める）　seg．21②（レイアウト案を出す）　seg．21②（係の分担を決
　める）seg．21②（掲示を書く係を決める）seg21②（シンポジウムの係を決める）seg．22①（バ
　ザーの商品を選ぶ）　seg．22①（値段の交渉をする）　seg．22①（値段の具体案を出す）　seg．22①
　（代わりの案を出す）　seg．23①（代わりの案を出す）　seg．23①（テープの色を決める）
◆動能的発話（行為要求）
◇要求：それを行うべき立場にある相手に対して行為を要求する　［ユニット2］seg．08②（商品を出
　してもらう）　segO8②（次の商品を出してもらう）　segO8②（配達を頼む）　segO8②（代金を
　請求する）　seg．08④（配達を頼む）　seg．09①（欠けている原稿の要求）　seg．09①（印刷業者と
　の打合せをさせるよう要求）　seg．11②（物を持っていかせる）　［ユニット3］seg．18①（車を貸
　す条件を出す）　［ユニット4］seg20②（買い物をする）　se呂23①（提案の撤回を求める）　seg
　23③（診察を申し込む）　seg．23③（保険証を出させる）　seg．24④（発言を求める）　seg．24④（発
　言許可を求める）
◇指示：何らかの権限をもって行為を要求する　［ユニット1］seg．01①（自己紹介をさせる）　seg．
　02③（電話させる）　seg．04②（道順を調べさせる）　seg．06①（資料を出させる）　［ユニット2］
　seg．07④（記入方法）seg．07④（書類を提出させる）　seg．09①（ブラインドを開けさせる）　seg．
　09①（執筆者訪問に同行させる）seg．09①（見てこさせる）seg．09①（飲み物を注文させる）seg．
　09②（印刷の方法）　seg．09②（飲み物を配る）　seg』9②（連絡させる）　seg．09③（対処の方法）
　seg．09③（著者との面会について）seg．11①（伝言させる）　seg．11①（本を読むのをやめさせる）
　seg．11①（本を読むのをやめさせる）seg．11②（洗濯物を出させる）seg．11②（勉強させる）［ユ
　ニット4］seg．21①（予約用紙を書かせる）　seg．22②（出迎えについて）　seg．23③（熱を計る
　よう指示）　seg．23④（体温計を出させる）　seg．23④（聴診の準備をさせる）　seg．24④（発言者
　を指名する）
◇依頼：相手の厚意により自らの利益になる行為を要求する　［ユニット1］seg．01①（乾杯の音頭を
　指名する）　seg．02①（他社への紹介を依頼する）　seg．02②（電話で相手を呼んでもらう）　seg．
　03②（同席の許可を求める）　seg．06①（取り次ぎを頼む）　［ユニット2］seg．07②（取り引きを
　してくれるよう頼む）seg．07④（手続きを頼む）se昏07④（書類なしで手続きするよう頼む）se忌
　07⑤（区役所へ行くよう頼む）　se9．09②（原稿を預かる許可を求める）　seg．10①（原稿を縮める
　依頼）　seg．10①（原稿に含まれる表と写真の要求）　seg．10②（表の原稿の要求）　segJ　O②（写
　真を用意する依頼）　se忌11①（用事を頼む）　se昏11②（自室の片付けの手伝いを頼む）　seg．11
　②（遊びに連れていくよう頼む）seg．11③（ジュースを買ってもらいたい）　［ユニット3］seg．
14③（縁談を断るよう頼む）　seg．16①（仲人を頼む）　seg．16②（頼みごとを切り出す）　seg．16
②（依頼を切り出す）seg　16②（依頼の内容を述べる）segj　8①（披露宴に招く）se昏18①（車
を貸してくれるよう頼む）　seg．18②（スピーチを頼む）　［ユニット4］se9．23①（塗り直しを頼
む）　seg．24②（何か買うよう求める）
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◇勧め：相手の利益になる行為を要求する［ユニット1］seg．02③（手みやげを渡す＞　seg．03②（同
席を勧める）　seg．03②（同席を勧める）　segO6①（茶を勧める）　［ユニット2］seg．08②（別
　の商品を提案する）　seg．08③（先に帰るよう勧める）　seg．09②（コーヒーを勧める）　seg11①
　（妻を手伝うよう要求する）　seg．12①（おしぼりを勧める）　seg．12①（ゆっくりして行くよう勧
　める）　seg．12①（茶を勧める）　seg．12②（昼食を勧める）　seg．12②（薬味を勧める）　［ユニ
　ット3］seg　13①（見合いを勧める）　seg．13②（見合いを勧める）　seg．13③（見合いを勧める）
seg．14①（茶菓を勧める）seg．14①（二人で散歩するよう提案）seg．15②（候補を提案する）seg．
　16①（代わりの候補を提案する）seg．17①（式の日取りの提案）seg．17②（貸家の案を示す）seg．
　17②（下見を勧める）　［ユニット4］seg．19②（テニス大会出場を勧める）　seg．19②（テニス大
　会出場を勧める）seg．19③（行事をすることの提案）seg．23②（病院に行くことを勧める）seg．
　24③（代わりの品を勧める）
◇誘い：自分とともに行為を行うことを要求する［ユニット1］seg．03②（飲みに行くことを提案す
　る）　［ユニット2］seg．07③（招待する）　seg．11③（遊具の場所へ呼ぶ）　seg．12①（祭り見物
　に誘う）　segj　2②（昼食を始める）　seg．12③（写真を撮る提案）　［ユニット4］seg．19③（行
　事を行うことの提案）　seg．20②（イベントの相談に誘う）
◆心情的（感情・意志等の表出）
◇感想叙述：話題やできごとに対して自分が感じるところを述べる［ユニット1］seg．03①（あいさ
　つについての感想）　seg．03①（ことばつかいについての感想）　seg．03②（自分と相手を比べての
　感想）　seg．06②（会社のことを話す）　［ユニット2］seg．08②（買い物の候補を検討する）　［ユ
　ニット3］seg．14③（見合いの感想）　seg．14③（断り方に困ること）　seg．14④（おいの性格）
　seg．15①（デザインについて）　seg．15①（売れるかどうか）　seg．15②（ポスターの写真を選ぶ）
　seg．17③（新居の候補）　seg．17④（新居の候補）　seg．17④（新居の候補を検討する）　seg．18②
　（できるかどうか）　［ユニット4］seg．19②（相手のテニスの上達について）　segj　9③（みこし
　についての思い）　seg．19③（現状についての感想）　seg．20③（提案への反対）　seg．21②（レイ
　アウト案への反対）　seg．22①（自分に似合わないこと）　seg．22②（シンポジウムの内容について
　の感想）　seg．23①（ついたての色について）　seg．24③（しみについて）
◇意志表示：自分の意志・決定などを述べる　［ユニット2］seg．08②（購入する品物を決める）　seg．
　09①（自分が取りに行く提案）　seg．09①（著者との面会の手配を申し出る）　seg．11①（掃除を引
　き受ける申し出）　se9．11③（自分もやりたいと言う）　se9．12③（写真を撮る申し出）　［ユニッ
　ト3］seg．14④（縁談を断る）　seg．17④（貸家の候補を断る）　［ユニット4］seg．23②（付き
　添いを申し出る）
◇儀式的：慣習的に定まった形式にのっとって感情等の表出を行う［ユニット1］seg．01①（歓迎の
　あいさつを述べる）　seg．01①（乾杯の音頭を取る）　［ユニット3］seg．18③（乾杯の音頭を取る）
◆交話的（ことばを交わすことにより良好な対人関係を保持する）
◇情報叙述：互いに共感できる話題に関する情報を伝える　［ユニット1］seg．02①（出身大学が同じ
　であることに言及する）　seg』2①（共通に知っている先生のことに言及する）［ユニット3］seg．
　14②（大雪へ行ったこと）　seg．18③（エピソードの紹介）　［ユニット4］seg．19②（テニスの腕
　前の批評）　seg．19③（近所の外国人のこと）　seg．24①（バザーの盛況）
◇質問：相手に関する情報を求めることにより相互の理解を高める［ユニット1］seg．02①（就職し
　ての様子を尋ねる）　seg．03①（仕事のことを話し合う）　seg．03②（銀行の仕事について尋ねる）
　seg．03②（仕事の内容を尋ねる）　seg．06②（紹介者について話す）　［ユニット2］seg．07①（引
　っ越しの様子を尋ねる）　seg．07①（新居の様子を尋ねる）seg．11①（片付けの進行状況を尋ねる）
　seg．12①（引っ越しの様子を尋ねる）　seg．12②（前に会った時のことを尋ねる）　seg」2②（その
　後の様子を尋ねる）　seg．12②（味を尋ねる）　［ユニット3］segJ　3③（事情を尋ねる）　seg．13
　③（見合いについて尋ねる）　seg．14②（仕事のことを尋ねる）　seg．14②（自分のテーマについて
　尋ねる）　seg．14②（商品写真について）　segj　4②（撮影の場所について）　seg．14②（暑い，寒
　いのどちらが好きか）　seg．16②（相手について）［ユニット4］seg．21②（鮫子の種類について尋
　ねる）
◆メタ言語的発話（ことばそのものを話題にする）
◇語釈要求：ことばについての説明を求める　［ユニット4］seg．20③（ことばの意味を尋ねる）
◇訂正：’ことばの形やことばつかいを訂正する　［ユニット4］seg．19②（老人会という名前）
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2．非言語行動索引
凡例この索引には，「中級編」の映像に現れるさまざまな動作や行為のうち，コミュニケーション
において，なんらかの意味を持つと考えられる動作を分類して挙げてある．非言語行動の種類は，以
下のように身体部位によりおおまかに分類して示したが，複数の部位に関するもの，および複数の動
作が連続する場合は，最も顕著であると思われる動作が起こる部位に分類した．また，いくつかの動
作については，その非言語行動が表す意味を　→　の後に簡単に記した．それぞれの出現位置は，そ
の直前または直後のせりふの文番号で示してある．
◆移動・対人位置（相手との位置関係）
◆立ち座り
　◇立っ　　◇すわる
◆全身・上半身（全体的な動き）
◆頭部
　◇頭を下げる
　◇その他頭部全体（首をかしげる等）
◆顔の表情
◆目（視線の動き）
　◇人を見る，人から視線を外す
　◇物などを見る
◆飲食（口の動作のうち，飲食を行うもの）
◆上肢
　◇腕　◇両手　◇掌部・指・拳
　◇持ちもの・服装など
◆音調・口調
◆その他
非言語行動索引
◆移動・対人位置　［ユニット1］　seg．02③一〇90：先に立って出る→案内　③一〇90：上司，部下の順
　で歩く→順位の意識seg．03②一〇16：近づく→接触の開始seg．05③一〇32：そのもののところへ行く
　→説明　③一〇32：ついて行く　seg．06①一〇13：先に立って歩く→案内する　①一〇16：奥から上司，
　部下の順に座る→順位の意識　②一〇25：奥のいすにつく→順位の意識②一〇73：上司を先に通す→
　順位の意識［ユニット2］seg．07②一〇38：ドアを出る→接触の終了　④一〇55：カウンターに近づ
　く→接触の開始　④一〇64：カウンターに近づく→接触の開始④一〇70：相手のそばを離れる→接触
　の中断④一〇70：カウンターに戻る→接触の再開seg．08①一〇〇4：相手のそばを離れる→接触の中断
　①一〇10：相手のところへ戻る→接触の再開se9．09①一〇〇4：向かい合って座る→ウチ・ソトの意識②
　一〇57：近づく→接触の開始③一107：近づく→接触の開始seg．10①一〇〇7：近づく→接触の開始①
　一〇〇8：少し脇へ寄り後ろにいる人物を指し相手を見る→紹介②一〇52：相手の前に進む→あいさつ
　seg．11①一〇12：ドアに手をかけたまま→簡単な接触　①一〇17：相手のそばに立ち止まる→i接触の開
　始　①一〇24：食卓につく→準備の終了　②一〇58：物を置き立ち上がって出ていく　②一〇59：入って
　きて座る③一〇65：先に立って走り出し連れの方を振り向く→誘い③一〇67：ある場所に立って右手
　をかけ相手を振り向く→誘いse9．12①一〇35：立って部屋の奥へ行き電話する→接触の中断①一
　〇42：相手に向かって歩く→接触の再開　②一〇51：頭を下げ中に入る→接触の開始　②一〇52：先に立
　って部屋に入る→案内する②一〇66：立って去る→接触の中断③一〇92：相手に近づく→申し出［ユ
　ニット3］seg．13①一〇〇1：ドアを開け突然入ってくる→親しみ　①一〇〇3：相手の向いに座り腕を
　組んでテーブルにつく→会話の開始①一〇17：立って出ていく→接触の終了　③一〇48：相手を見な
　がら近づき隣に座る→興味seg．15②一〇56：聞き手をそっちのけにして立ち上がり別の人物に近づく
　→接触相手の変更seg．16②一〇24：相手の席に近づく→接触の開始　②一〇29：後へ下がって相手を通
　し後から続く→敬意②一〇30：向かいあって座る→会話の開始se忌17②一〇32：カウンターの前に座
　り物を見せる→接触の開始②一〇38：相手を見て隣に座る→相談　②一〇68：物を片付けカウンター
　から出る→会話の終了［ユニット4］seg，19①一〇〇2：振り向き足を止める→気づく　①一〇〇4二軽
　く会釈し去る→別れ　②一〇23：去る→接触の中断　③一〇30：立って去る→接触の中断　③一〇38：戻
　ってきて座る→接触の再開　③一〇41：戻ってきて座る→接触の再開seg20②一〇〇3：近寄る→接触の
　開始se昏21①一〇〇2：ゆっくり顔を上げカウンターに近づき用紙を出す→接触の開始①一〇〇4：窓口
　を離れて自分のデスクに戻る→接触の中断①一〇〇6：手を止め相手を見てゆっくり立ち窓口に近づ
　く→接触の再開　①一〇13：席に戻り資料を見て目を上げず→教えるseg．23①一〇〇1：近寄ってくる→
　接触の開始①一〇26：出て行く→接触の終了　①一〇26：立ち去る→接触の終了　②一〇27：歩いてき
　て相手のそばに寄りのぞき込む→接触の開始③一〇44：ドアを開け相手を通してから入る→いたわ
　る③一〇57：その場を離れる→接触の終了④一〇90：立って部屋を出ていく→接触の終了seg．24①
　一〇〇1：手を前で組み近づく→接触の開始①一〇16：立ち去る→接触の終了　②一〇17：駆け寄る→接
　触の開始③一〇48：頭を下げ去る→接触の終了
◆立ち座り
◇立つ［ユニット1］seg．01①一〇〇1：立って話す→改まったあいさつ　①一〇〇4二立ち上がる→司会
①一〇〇9：立ち上がる→改まり　①一〇13：立ち上がる→改まり　①一〇18：立ち上がる→改まり　①一
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　021：立ち上がる→改まり　①一〇29：立ち上がる→改まりseg．02①一〇〇2：立ち上がる→敬意③一
　〇71：立ち上がる→感謝・敬意seg．03②一〇71：立ち上がる→相手の存在を認めるseg．06①一〇〇1：
　立ち上がる→接触の開始①一〇12：立ち上がる→接触の再開②一〇26：立ち上がる→敬意②一〇70：
　立ち上がる→…接触の終了　②一〇70：立ち上がる→接触の終了［ユニット2］seg．09③一107：立ち
　上がり頭を下げる→敬意s暗10①一〇12：立ち上がる→接触の開始①一〇45：立ち上がる→接触の終
　了　②一〇49：手のひらでいすを指し立ち上がる→接触の開始②一〇78：テーブルの物を取りながら
　立ち上がる→接触の終了　②一〇79：立ち上がり封筒を抱える→接触の終了seg．12②一〇53：膝で立つ
　→相手を迎える［ユニット4］seg．19②一〇18：立ち上がる→接触の中断seg．24④一〇49：立って
　話す→あらたまり
◇すわる［ユニット1］seg．01①一〇12：座る→話を終える　①一〇17：座る→話を終える　①一〇20：
　座る→話を終えるseg．06①一〇〇8：座る→接触の中断［ユニット2］seg．12②一〇52：テーブルの
　前に座る→会話を始める　②一〇58：バッグを横に置き座る→会話を始める　［ユニット3］　seg．13
　②一〇24：ソファに座りバッグを横の床に置く→会話の開始seg．16①一〇〇1：あぐらをかいて座る→親
　しみ　［ユニット4］　seg．21②一〇60：座る→話題の転換
◆全身・上半身　［ユニット1］　seg．01①一〇〇3：前に傾ける→相手に働きかけるseg．03②一〇15：振
　り向く　②一〇51：背筋を伸ばす→興味を示す　②一〇51：ひじを張り乗り出す→興味を示す②一〇54：
　相手の方へかがみ込む→立ち入ったことを話すseg．04②一〇13：向きなおるseg．05②一〇241ふり返
　る→方向を示す③一〇31：ワキの相手を振り返る→共感を求めるseg．06①一〇14：ふり向く　①一
　〇20：ふり向く①一〇24：ふり向く　②一〇44：ふり向く→物を求める［ユニット2］seg．07④一〇79：
　相手の方へやや前かがみになる→よく言い聞かせるseg．09①一〇10：両手をひざに置き上体を起こす
　→深刻な事態の意識①一〇24ニワキの相手にふり返るseg．10①一〇22：話し手をふり返り原稿を見て
　聞き手を見る→話し手に同意②一〇61：ワキの相手を振り向く→物を要求seg．11①一〇〇6：やや乗り
　出す→頼む　①一〇13：ふり向く　②一〇53：上体をやや乗り出す→頼む　②一〇54：両手を膝に置きな
　がら相手の方へ上体を乗り出し見る　②一〇60：相手の方へ乗り出す→答える　②一〇63：顔を上げ振
　り向き大声で→遠くに呼び掛けるseg，12①一〇21二上半身をやや乗り出す→誘い　①一〇22：やや乗り
　出す→興味を示す　①一〇28：やや不審そうな顔①一〇28：やや乗り出す→思い出させる　①一〇33：
　やや乗り出す→提案　②一〇59：相手の方に乗り出す→勧め②一〇63：乗り出す→勧め　③一〇92：一
　人の相手に振り向いてからもう一人を見る［ユニット3］seg．13③一〇49：少し乗り出す→否定③
　一〇51：体を引く→軽い嫌悪seg．14③一〇62：乗り出す→興味③一〇64：やや乗り出す→勧めるseg、
　15①一〇12：やや乗り出す→発言許可を求めるseg．16②一〇58：背筋を伸ばし手をひざに置く→あら
　たまりseg．17①一〇29：相手を振り返る→尋ねる　③一〇70：相手の方を振り向く→話しかける　④一
　〇78：相手を振り向く→話しかけるseg．18①一〇32：相手の方へ向き直る→驚く　②一〇51：体を引く
　→驚く　②一〇64：体を引く→抗議［ユニット4］　seg．19②一〇10：汗を拭きながら振り返る②一
　〇13：やや乗り出す→尋ねる　②一〇14：乗り出す→相手を訂正する　②一〇17：少し反り返る→受け入
　れ③一〇39：振り向く→問い返す③一〇48：少し体を引く→拒絶③一〇54：思い出して乗り出す③
　一〇56：少し乗り出す→尋ねるseg．20②一〇〇8：少しかがみ込む③一〇50：少し体を起こす→納得③
　一〇51：やや前に乗り出す→譲歩③一〇63：少しムキになり背すじをのばすseg．21①一〇〇1：窓口にか
　がみこむ→接触の開始　①一〇14：乗り出す→尋ねるseg．22①一〇20：振り返り対象を指さす→対象を
　示すseg．23①一〇〇1：振り返る→気づく①一〇21：振り返って一同を見る→意見を求めるseg．24①
　一〇10：体をある方向に向ける→案内する　①一〇14：体を前に傾ける→説得②一〇18：上体を相手に近
　づける→からかう
◆頭部
◇頭を下げる（深く下げる，軽く会釈する，うなずく等を含む）　［ユニット1］　seg．01①一〇〇2→話
　を承る　①一〇〇4：会釈→謝意①一〇〇81うなずく→承知①一〇〇9：目礼→改まり　①一〇〇9：会釈→
　かしこまり　①一〇12：深く→話を終える　①一〇17→話を終える　①一〇20→話を終える　①一〇21→か
　しこまり　①一〇27：会釈→頼む①一〇28：うなずく→承諾①一〇29→かしこまりseg．02①一〇〇1：会
　釈→あいさつ①一〇〇2→感謝①一〇〇3→感謝を受ける　①一〇〇9→感謝①一〇〇9→あいさつ①一〇10：
　会釈→あいさっ　①一〇19：うなずく→肯定①一〇34：うなずく→賛意　①一〇35→感謝　①一〇36：う
　なずく→あいつち　①一〇38：うなずく→承諾①一〇39：うなずく→あいつち　①一〇40：うなずく→
　あいつち　①一〇45→感謝③一〇71→感謝③一〇77：うなずく→肯定③一〇85：会釈→感謝③一
　〇86：会釈→辞去　③一〇88→感謝・辞去　③一〇88→別れ③一〇89→別れ　③一〇90→別れseg．03①一
　〇〇2：うなずく→あいつち　①一〇〇3：うなずく→賛意　①一〇〇8：うなずく→肯定①一〇〇9：うなずく
　→同意②一〇18：うなずく→肯定②一〇27→あいさつ　②一〇29→あいさつ　②一〇31：うなずく→共
　感　②一〇31：うなずく→肯定②一〇36：うなずく→肯定②一〇43：うなずく→理解②一〇57：うな
　ずく→肯定②一〇60：うなずく→理解　②一〇65：うなずく→うながす　②一〇72→別れ　②一〇73：会釈
　→別れseg．04②一〇19：うなずく→承知seg．05①一〇〇2：うなずく→理解　①一〇20：うなずく→共感
　②一〇21：会釈→話しかける　②一〇25→感謝②一〇25：会釈→うながす　③一〇26：会釈→話しかける
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③一〇32：うなずく→理解③一〇33：うなずく→あいつち　③一〇371うなずく→肯定④一〇53：うな
　ずく→理解seg．06①一〇〇1→接触の開始　①一〇〇2→接触の開始　①一〇13→感謝①一〇16：会釈→感
　謝①一〇16→接触の終了　①一〇19→接触の開始①一〇20：会釈→気づく　①一〇22：会釈→感謝①
　一〇24：会釈→接触の終了　②一〇25：会釈→接触の開始　②一〇37：うなずく→肯定②一〇37：うなず
　く→あいつち　②一〇41：うなずく→理解　②一〇43：うなずく→理解　②一〇53：うなずく→理解②
　一〇55：うなずく→理解②一〇65→感謝　②一〇71→辞去　②一〇72：会釈→別れ②一〇76→別れ②一
　〇77→別れ③一〇41→感謝①一〇24：目礼→接触の終了　［ユニット2］　seg．07②一〇24：帽子のひ
　さしに手をやり会釈→あいさつ　②一〇26：会釈→頼む　②一〇29：うなずく→肯定②一〇33：うなず
　く→承諾②一〇35：会釈→感謝②一〇38→別れ④一〇58：うなずく→肯定④一〇61：うなずく→肯
　定④一〇63：うなずく→理解④一〇64→感謝④一〇69：うなずく→了解④一〇711うなずく→了解
　④一〇84：うなずく→満足　⑤一〇97：うなずいて受話器を置く→談話の終了seg．08①一〇〇5→接触の開
　始　②一〇12：近づいて→接触の開始　②一〇17：うなずく→承諾②一〇21：うなずく→同意　②一〇23：
　うなずく→承諾②一〇26二大きくうなずく→理解②一〇31：うなずく→理解②一〇39：うなずく→
　理解　②一〇44：うなずく→承諾　②一〇51：会釈→接触の中断　②一〇56：離れる前に→接触の中断
　②一〇60：深く→接触の終了　④一〇92：うなずく→承諾　④一108：うなずく→確認seg．09①一〇10：相
　手を見てうなずく→理解①一〇30：うなずく→賛意　①一〇34：うなずく→承諾①一〇40：うなずく
　→承諾①一〇46：うなずく→賛意①一〇48：うなずく→承諾①一〇50：うなずく→肯定①一〇52：
　うなずく→承知　②一〇70：うなずく→了解②一〇77：会釈→感謝　②一〇82→別れ②一〇99：会釈→
　別れ　③一104：会釈→あいさつ　③一106：会釈→了解　③一119：うなずく→了解③一123：うなず
　く→了解　③一123：うなずく→了解seg．10①一〇〇4：ドアのところで→あいさつ　①一〇〇7：深く→わ
　びる　①一〇10：→あいさつ　①一〇14：会釈しすわる→敬意　①一〇34：→感謝①一〇38：うなずく→
　承知　①一〇40：うなずく→承知　①一〇44：うなずく→了承①一〇44：会釈→承知　①一〇47：深く→
　別れ　②一〇56：→あいさつ　②一〇69：うなずく→了解　②一〇72：うなずく→理解②一〇72：→頼む
　seg．11①一〇〇7：うなずく→了解　①一〇23：うなずく→理解①一〇26：軽く→食事の開始　②一〇47：
　軽くうなずく→了承　②一〇48：うなずく→了解②一〇57：うなずく→了解seg．12①一〇29：うなずく
　→納得①一〇42：うなずく→了承②一〇46：軽く→あいさつ②一〇49：→感謝②一〇65：うなずく
　→受け入れ②一〇69：小さくうなずく→納得②一〇73：うなずく→納得［ユニット3］seg．13②
　一〇19：→あいさつ③一〇56：小さくうなずく→同意seg．14①一〇〇2：軽く→感謝①一〇〇7：感心した
　風にうなずく　①一〇〇9：会釈→感謝①一〇19：うなずく→肯定④一〇74：→感謝④一〇88：電話に
　→会話の終了　④一〇89：うなずく→承知　④一〇91：電話に→別れ　④一〇92：おどけて→感謝seg．15
　①一〇〇2：うなずく→肯定①一〇〇4：うなずく→同意　①一〇10：うなずく→賛成　①一〇29：→承服①
　一〇34：うなずく→承知　①一〇40：→ねぎらい　②一〇59：うなずき対象を見る→納得seg．16①一〇12：
　うなずく→賛成　②一〇36：→感謝　②一〇42：うなずく→肯定seg．17①一〇〇3：うなずく→同意①一
　〇19：うなずく→同意①一〇21：うなずく→同意①一〇30：うなずく→肯定②一〇68：うなずく→同
　意　seg．18①一〇〇5：うなずく→肯定　①一〇18：うなずく→肯定①一〇30：うなずく→理解②一
　〇72：うなずく→肯定③一〇84：→祝う　③一〇84：→話し終わる　［ユニット4］　seg．19③一〇37：
　ほほえんでうなずく→同意　③一〇40：うなずく→納得seg．20①一〇〇1：互いに会釈→あいさつ　②一
　〇30：うなずく→了解③一〇31：話し手をちらっと見てうなずく→同意③一〇47：うなずく→賛成③
　一〇48：うなずく→賛成　③一〇59：大きくうなずく→同感③一〇65：笑いながらうなずく→賛成　③
　一〇69：うなずく→了解③一〇82：大きくうなずく→賛成seg．21②一〇30：ほほえんでうなずく→賛成
　②一〇45：うなずく→納得②一〇70：→頼む　①一〇21：対象を見ながらうなずく→同意seg．22②一
　〇64：軽く→感謝②一〇67：ためらいがちにうなずく→心配②一〇71：→任せる　②一〇71：うなずく
　→承知　②一〇72：うなずく→同意　②一〇78：顔を見合わせてからうなずく→肯定　②一〇79：座った
　まま両ひじを横に張って頭を深く下げる→話題の終了seg．23①一〇18：うなずく→同意　②一〇32：う
　なずく→賛成　③一〇48：うなずく→肯定　③一〇57：→了解　④一〇89：→感謝④一〇90：うなずく→
　受け入れseg．24①一〇〇1：互いに丁寧に→あいさつ　①一〇〇2：→感謝①一〇16：互いに相手の体の横
　に頭を下げすれ違う→接触の終了　②一〇31：→感謝③一〇48：頭を下げ見送り物を片付ける→接触
　の終了　④一〇53：→感謝④一〇66：うなずく→納得　④一〇69：相手を見てうなずく→同意
◇その他，頭部全体（首をかしげる等）　［ユニット1］　seg．03①一〇〇9：首をかしげる→感慨seg．
　05①一〇16：首をかしげる→困惑②一〇23：首をかしげる→わからない　［ユニット2］　seg．09②
　一〇90：首をかしげる→考えるse忌10①一〇26：頭を後ろへそらし気味にする→拒絶seg．11①一〇22：
　ワキの人物を顔で指す→言及　①一〇23：首を斜めに振る→抗議　③一〇75：水飲み場を顔で指す→発
　言の補足seg．12①一〇31：顔で横の方を指す→発言の補足②一〇62：首をかしげる→遠慮［ユニッ
　ト3］seg．13③一〇39：相手を見て首をかしげる→心配seg．14②一〇51：首をかしげる→否定seg．
　15①一〇15：首をかしげながら→わびる　①一〇23：顔でワキの人物を指す→発言の補足　②一〇41：首
　をかしげため息をつく→不満足　②一〇48：首をかしげて少し考えるseg．16①一〇13：話題の人物を顔
　で指す→発言の補足　②一〇29：顔で指す→場所を示す　②一〇56：首を左右に振る→感嘆［ユニット
　4］seg．19②一〇22：顔を左右に振る→感慨③一〇34：首を少しかしげる→考えるseg．20②一〇13：
　首を軽く横に振る→否定　③一〇61：肩をすくめて笑う→おかしいseg．21②一〇59：首をすくめる→恐
　縮　②一〇73：首をすくめ見回す→恐縮seg．22①一〇37：首をかしげ顔をしかめる→不承知seg．23③
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一〇46：首を横に振る→わからないseg、24③一〇42：首をかしげ別の物を見る→拒絶
◆顔の表情［ユニット1］　segO3②一〇15：ほほえむ→相手に気づくseg．05③一〇35：けげんな顔→
　納得がいかない［ユニット2］seg．07④一〇83：笑顔になる→安心seg．11②一〇56：ほほえんで何
　度かうなずく→賛成se9．12①一〇25：顔を上げてほほえむ→満足　①一〇31：感心した風に笑顔でうな
　ずく→驚き［ユニット3］seg．13①一〇〇6：目をそらし相手を見て苦笑する　①一〇〇7：にやりと笑
　いながらあぐらをかく→楽しみ①一〇10：下を見て感じ入った風②一〇31：ほほえむ→勧め②一〇36：
　笑顔→勧め　③一〇70：にっこりする→話題の終了seg．14②一〇43：けげんな顔でやや考える→わから
　ない　②一〇50：少しがっかりする　②一〇51：理解しかねた表情　③一〇69：相手を見て笑う→からか
　う　④一〇71：言いにくそうに→心苦しい　④一〇74：壁によりかかり話し手を見ていたずらっぼく笑
　う　④一〇79：肩をすくめて笑う　④一〇82：ちょっと困った様子でワキの相手をちらっと見る　④一〇86：
　ほっとしてseg．15①一〇〇4：渋い顔　①一〇18：相手を見てまゆをつり上げる→不審　①一〇27：口を結
　んで書類をめくる→不機嫌②一〇45：口をへの字に結ぶ→不満足②一〇55：にっこりする→満足②
　一〇64：ぎくっとするseg．16①一〇20：口をとがらせうなずく→了承②一〇59：口をとがらし不満の表
　情→心配②一〇60：にっこりしてうなずく→満足②一〇68：笑う→了承②一〇69：真顔になる→承
　諾②一〇70：笑顔になり頭を下げる→感謝seg．17②一〇35：がっかりするsegJ　8②一〇70：笑う→お
　かしい　［ユニット4］seg．19②一〇〇6：笑い返す　②一〇〇8：笑う→おかしい　②一〇18：笑う→お
　かしい　②一〇23：見送りながら笑う→おかしい　③一〇51：ため息をついて脇を見る→不賛成③一〇63：
　気の進まない顔で前の方を見る　③一〇67：ちらっと相手を見てため息をつく→不満seg．20③一〇34：
　一同の様子を見まわし苦笑しながら相手に→尋ねる　③一〇37：安心した表情→思い出す　③一〇52：
　急に思い出し笑顔で③一〇72：勢いこんで目を細め首を前にのばす→興味seg．21①一〇〇4：むっとす
　る　②一〇56：うれしそうににっこりする→賛成　②一〇59：白い目で相手を見る→非難②一〇64：に
　こにこする→うれしい　②一〇65：にっこりして一同に→賛成　②一〇73：冷たい目で相手を見る→非
　難…seg．22①一〇13：吹き出す→おかしい　①一〇13：ことばにつまり相手をにらむ→非難…①一〇14：笑
　いながら→おかしい　①一〇39：顔をしかめ目を伏せる→拒絶①一〇51：困った表情→断り　②一〇63：
　笑ってうなずく→発言の補足se9．23①一〇17：相手を見て苦笑する→あきれる
◆目（視線の動き）
◇人を見る，人から視線を外す［ユニット1］seg．01①一〇〇1：相手に注目　①一〇10：一同を見回す
　①一〇18：視線が定まらないseg．02①一〇〇4：ワキの人を見る　①一〇12：ワキの人を見る　①一〇13：相
　手を見る　①一〇26：視線を落とす　①一〇28：相手を見る　①一〇32：ワキの相手を見る　①一〇32：ワ
　キの人を見る　①一〇32：目を伏せる　①一〇33：ワキの相手を見る　①一〇33：話し手を見る　①一〇36：
　ワキの人を見る　①一〇39：ちょっと脇を見る　①一〇42：ちょっと脇を見るseg．03①一〇〇4：宙を見て
　視線を落とし相手を見る　①一〇〇5：視線を落とし相手を見る　①一〇〇9：前の方を見るseg．05③一
　〇30：相手を見る　［ユニット2］　seg．07②一〇31：右下の方を見る　④一〇67：相手の顔をのぞき込
　む　④一〇75：相手を見るseg．08②一〇13：腰をかがめて指さし相手を見る　②一〇15：かがみ込んだま
　ま相手を見上げる　②一〇21：相手を見る　②一〇26：やや乗り出して相手を見る　②一〇29：顔を上げ
　て相手を見る　②一〇34ニワキの相手を見る　②一〇381ワキの相手を見る　④一〇91：宙を見る　④一
　〇94：指を動かしながら宙を見るseg．09①一〇〇7：ワキの相手を見る　①一〇18：ワキの相手を見る　①
　一〇39：ワキの相手を見る　①一〇43：ワキの相手を見る　①一〇49：ワキの相手を見る　②一〇87：テー
　ブルの上を見るseg．10①一〇11：話し手を見る　①一〇16：床を見たり相手を見たりする　①一〇17：じ
　っと相手を見て体の前で切るように手を動かす①一〇18：下を見てから相手を見る　①一〇19：顔を
　横に向けてから相手を見る　①一〇21：下を見てから相手を見る　①一〇33：話し手を見る　①一〇34：
　連れと顔を見合わせる　②一〇62：原稿を見てから相手を見る　②一〇63：連れと顔を見合わせる　②
　一〇79：見送るseg．11①一〇16：相手を見て軽くうなずく　③一〇81：横を向くseg．12①一〇25：ほほえ
　んで視線を落とし相手を見る　②一〇68：斜め上の方を見てから相手を見る　②一〇761相手と顔を見
　合わせる［ユニット3］seg．13①一〇〇2：目を上げない→親しみ　①一〇〇4：目を上げる→驚き　②
　一〇19：相手を見る→気づく　②一〇27：ワキの相手を見ながら物を膝に置く→説明の要求②一〇33：
　言いにくそうに一同の顔をちらちら見る→拒絶②一〇38：相手をちらっと見てうなずく→不服③
　一〇44：目をそらしてから相手を見る→打ち明ける　③一〇63：視線を落とす→考える　③一〇67：目を
　伏せる→心配seg．14①一〇〇2：話題の人物と互いに見合う　①一〇〇3：話し手に顔を寄せてささやき聞
　き手をちらっと見る→気兼ね　①一〇〇5：相手にほほえむ→ほめる　①一〇〇6：話し手と聞き手をちら
　っと見て目を伏せる→はじらう　①一〇〇8：相手をのぞき込む　①一〇11：下を向いて言いよどむ→思
　い出す　②一〇25：相手をのぞき込む→話しかける　②一〇26：相手をちらっと見て目をそらす→当惑
　②一〇32：前を見たまま答える→緊張②一〇35：相手をちらっと見る→緊張②一〇39：相手をちらっ
　と見る→緊張②一〇47：宙を見る→想像する　③一〇53：目を上げず物を書きながら　③一〇58：相手
　を見る→訴える　③一〇63：目を上げる→意志を伝える　③一〇70：にらむ→怒る　④一〇92：にらむ→
　怒るse忌15①一〇〇3：視線をそらし相手を見る→遠慮①一〇〇9：聞き手と話題の人物を見比べる　①
　一〇27：目を伏せ言いよどむ→遠慮　①一〇28：テーブルの上で指を組み一同を見回す→裁定　①一〇32：
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視線を外し相手を見る→考える　①一〇35：一同を見渡す→尋ねる　②一〇42：宙を見る→困惑②一
　〇43：目を上げ隣の話し手を見る　②一〇49：前の方を見て考える　②一〇56：手を止め相手を見上げ物
　を受け取る→接触の開始②一〇66：相手をのぞき込む　②一〇67：相手を見て目をそらす→ごまかす
　seg．16①一〇〇9：話し手から聞き手を見る→賛成①一〇10：目を伏せる→打ち明ける　①一〇14：目を
　伏せて上げる→考える　①一〇21：目を伏せて考える　①一〇24：目を伏せてから相手を見る　②一〇46：
　目をふせる→はじらう　②一〇57：照れて下を向く②一〇65：下を向いて考えるseg．17①一〇13：一人
　を見てもう一人を見る→意見を求める　①一〇17：少し下を向いて考える　②一〇38：ワキの相手を見
　る→尋ねる　②一〇42：連れと顔を見合わせる→相談②一〇49：ひとり言→不満③一〇75：互いを見
　る→相談④一〇83：視線を落とし少し考える　④一〇89：少し目を伏せてから→拒絶④一〇91：目を
　合わさず出て行きながら気がなさそうに→拒絶seg．18①一〇〇2：相手をちらっと見る　①一〇〇9：相手
　を見る→驚く　①一〇17：相手を見る→意外①一〇24：相手を見る→尋ねる　①一〇42：横目で相手を
　見て笑う→受け入れ②一〇60：下を向く→拒絶②一〇64：ちょっと下を向く→心配②一〇71：ちょ
　っと下を見る→相手を訂正する　［ユニット4］　seg．19②一〇〇5：背を反らし人の背中越しに　③一
　〇32：宙を見てから目を伏せる→考える　③一〇33：相手を見る→意見を求める　③一〇36：考え込む③
　一〇36：顔を上げる→思い付く③一〇46：前を見てまた相手に③一〇50：ワキの相手の方に向く③
　一〇51：前の方を見て考えながら　③一〇62：一同を見回す→提案　③一〇63：互いに顔を見合わせやや
　乗り出す→乗り気③一〇66：一同を見回す→提案seg．20②一〇15：ちょっと横を見る→思い出す　②
　一〇16：相手を見る→尋ねる　②一〇28：ちょっと脇を見て考える　③一〇31：一同を見回す→提案　③
　一〇32：一度視線を落とし相手の方にかがみ込む→説得③一〇55：一同を見回し首を振りながら→訴
　える　③一〇66：一同を見回す→結論③一〇79：一同を見る→提案③一〇79：相手を見る→尋ねる
　seg．21①一〇12：じっとにらんでとがった口調→不愉快①一〇17：相手を見る→答える　①一〇19：相
　手をにらみつける→答える　①一〇20：ひとりごと　②一〇50：一同を見回す→説明　②一〇56：対象を
　見て手で指しワキの相手を見る→賛成②一〇59：一同を見回す→喜ぶ②一〇61：一同を見回す→提
　案②一〇71：一同を見回す→提案②一〇72：一同を見回す→考える　②一〇72：相手を見る→候補と
　して提案するse9．22①一〇〇9：相手を見る→意見を求める①一〇13：下を向く→笑いをこらえる①
　一〇20：一同を見回す→結論①一〇30：一同を見回す→提案①一〇31：目を伏せ考えながら不満げな
　口調→不賛成　①一〇36：あわてて相手を見る→驚く　①一〇42：ワキの相手を見る→同意を求める　①
　一〇46：下を向いて考える　①一〇46：一同を見回す→提案②一〇69：ワキの相手を見る→同意を求め
　る　②一〇69：相手を見返す→問い返す　②一〇72：相手を見る→確認②一〇74：ちょっと脇を見る→
　思い出す　②一〇75：あわてて話し手を見て→訂正se9．23①一〇〇6：相手を見る→問い返す　①一〇10：
　一同を見回しワキの相手に→提案①一〇19：一同を見回しワキの相手に→提案　②一〇30：ワキの相
　手を見る→肯定②一〇33：脇を見て考える　③一〇44：窓口をのぞき込む→接触の開始③一〇44：顔
　を上げる→気づく③一〇46：連れの顔を見る→わからない③一〇49：連れを振り返る→尋ねる③
　一〇51：相手を見る→確認　④一〇71：相手を見る→尋ねる　④一〇81：カルテに記入しながら時々相手
　を見る→指示　④一〇86二少し宙を見てから相手を見る→考えるseg．24①一〇〇5：目を伏せる→謙遜
　①一〇16：相手を見送って去る→敬意③一〇43：相手を見る→勧め　④一〇54：一同を見る→発言を求
　める　④一〇68：相手の方を見る→同意を求める
◇物などを見る［ユニット1］seg．02①一〇〇9：受け取った名刺を見る　②一〇61：相手の手帳をのぞ
　き込むseg．05①一〇15：相手の地図をのぞき込む③一〇28：相手の持ちものを見る　③一〇29二自分の
　持ちものを見る　①一〇17：あたりを見回す［ユニット2］　seg．07②一〇36：後ろをふり返る　④一
　〇71：用紙を見る　④一〇74：用紙をめくって見てから相手を見る　④一〇76：用紙を見て相手を見る　④
　一〇78：用紙を見て相手を見る　④一〇81：用紙に目を落とし相手を見るseg．08①一〇〇8：相手の指した
　方を振り返る　②一〇14：相手の指したものをのぞき込む　②一〇20：対象をのぞき込む　②一〇251の
　ぞき込む②一〇27：複数の対象を見回す　②一〇31：のぞき込む　②一〇36：相手と物を交互に見るseg．
　09①一〇〇6：のぞき込む　①一〇〇6：対象を見る　①一〇12：対象をのぞき込む①一〇13：対象を見る
①一〇17：対象をのぞき込む　①一〇22：対象を見る　①一〇22：対象を見る　①一〇31：のぞき込む　①
　一〇54：物にちょっと目をやる　②一〇61：物を見る②一〇84：手帳を見る　②一〇89：手帳を見るseg．
　10①一〇12：名刺を受け取って見る　①一〇24：目を細め原稿を遠くから見る　①一〇29：対象をのぞき
　込む①一〇31：目を細めて対象を見る　①一〇33：体を乗り出し対象をのぞき込む　②一〇65：物を受
　け取って見る　②一〇65：対象をのぞき込む　②一〇67：対象をのぞき込むseg．11②一〇50：相手を見て
　手もとの物を見る　②一〇59：相手の手もとの物を見る　②一〇64：指された方向を見る　③一〇83：相
　手を見てから時計を見るseg　12①一〇11：対象を見る　①一〇13：相手の手もとを見る　①一〇19：腕時
　計を見てから相手を見る［ユニット3］seg．13①一〇16：相手を見てから手元の物を見て怒った口
　調→抗議②一〇30：目を伏せ対象を開けて見ないままテーブルに置く→拒絶②一〇38：一同と対象
　とをちらちら見る→ためらいsegj　5①一〇〇3：手元を見る→強調　①一〇10：目で対象を指す→発言の
　補足①一〇11：目で対象を指す→発言の補足①一〇16：対象を見て相手を見る→発言の補足　②一
　〇65：物に見入る→感心segj6②一〇27：眼鏡をとり周りを見る→話の場を考える　②一〇55：視線を
　左右に動かす→発言の補足se9．17①一〇10：カレンダーを見る→発言の補足　①一〇14：手元のカレン
　ダーを見る　①一〇15：乗り出して端末の画面をのぞき込む　①一〇28：振り返り相手が記入した用紙
　を見る　②一〇40：対象をのぞき込む　②一〇63：相手の前の物を見る→考える　③一〇73：上目づかい
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に外を見上げる→発言の補足④一〇87：見回す→発言の補足seg．18②一〇75：ちょっと見回す→考え
る　［ユニット4］　seg．19③一〇24：テレビを見ながら→言及　③一〇24：テレビを見る→注目seg．
20②一〇〇5：周りを見回す→注文seg．21①一〇15：資料を見て目を上げず→教える　②一〇26：対象を
見回す→賛成②一〇30：相手を見てから対象を見る　②一〇32：対象を見る　②一〇35：対象に目を落
とす②一〇36：対象を見ながら相手に　②一〇52：対象を見て考えるseg22①一〇10：対象をのぞき込
み相手を見る→意見を述べる　①一〇13：対象を見回しながら→嫌悪　①一〇20：手元を見る→対象を
示す②一〇68：テーブルの書類をのぞき込む→考えるseg．23②一〇33：時計を見る→考える　④一
〇61：カルテを見て相手に→尋ねる　④一〇63：物を顔で指す→指示④一〇80：腕時計を見て診察室の
方を見る→待ちどおしいseg．24①一〇〇3：ちょっと見回す→言及　①一〇〇6：顔で脇を指す→対象を示
す　②一〇28：客が持っている品物の値札を見る　③一〇32：物を持ってあたりを見回している→接触
を求める　③一〇33：対象をのぞき込む　③一〇39：対象を見る→感慨③一〇43：対象をのぞきこむ→
検討
◆飲食：口の動作のうち，飲食を行うもの［ユニット1］　seg．01①一〇31：乾杯する［ユニット3］
　seg．18①一〇〇1：グラスを置き枝豆を食べながら相手をちらっと見る→尋ねる　①一〇27：はしを置き
　酒を一口飲む→気をもたせる　①一〇39：酒を飲む→主張の強さ　①一〇40：正面を向きひじをついて
　酒を飲む→すねる　③一〇80：乾杯
◆上肢
◇腕［ユニット1］seg．02①一〇〇1：手をテーブルの下に→かしこまりseg．03②一〇75：手をあげる
　→別れ②一〇76：手をあげる→別れseg．04②一〇13：手を机の上で相手の方へのばす→話しかける
　seg．05③一〇26：敬礼する→あいさつ　④一〇50：手を上げて合図→止める［ユニット2］seg．08④
　一107：軽く手を上げる→接触の終了seg．09①一〇10：ひじをつき手をほおに当てる→考える　①一〇15：
　テーブルの上で腕を組む→否定的な態度①一〇20：手を首の後ろにやってからほおづえをつく→考
　えに窮する　①一〇26：両ひじをテーブルに乗せ手を前に出す→否定的な態度　③一105：手を軽くあ
　げる→あいさつ③一111：両手を腰に当てる→困惑　③一120：テーブルの上で腕を組む→話しかけ
　るseg．10②一〇58：両腕を伸ばしてテーブルに突く→話を聞く［ユニット3］seg．13③一〇52：机
　にひじを突いて手にあごを乗せ前の方を見る→悩む　③一〇58：宙を見てから両ひじを突き手にあご
　を乗せ前の方を見る→考えるsegj　4③一〇67：両手を首の後ろに回し頭を抱え込む→困惑［ユニッ
　ト4］　seg．20③一〇41：腕を組んだまま心配そうな口調→不賛成seg．23③一〇50：窓口に両腕をか
　けるseg．24④一〇58：腕を組み薄笑いを浮かべている→不賛成
◇両手［ユニット1］seg．01①一〇〇4：体の前で握る→かしこまり①一〇〇9：体の前で握る→かしこ
　まり　①一〇13：体の前で握る→かしこまり　①一〇21：体の前で握る→かしこまり　①一〇31：拍手seg．
　02①一〇〇1：指を組む　①一〇13：膝の上で組む①一〇15：ひざの上に置く→かしこまり　③一〇81：ひ
　ざで指を組む→手みやげの辞退seg．03①一〇10：膝に置く→改まりseg．04②一〇14：指を机の上で組
　む→かしこまり［ユニット2］seg．08④一〇74：手を打つ→接触の開始seg．09①一〇〇4：手を組ん
　でテーブルに置く→親密な態度①一〇53：テーブルの上で指を組む→折り入った話seg．12①一〇30：
　両手をそろえテーブルの上に伸ばす→話を聞かせる　②一〇61：両手をひざで重ねる→遠慮②一〇67：
　手をテーブルの上で組む→話しかける　②一〇70：物を置き手をひざの上で重ねる→かしこまり［ユ
　ニット3］segj　4③一〇55：相手の向いに座り両手をテーブルの上で組む→尋ねる　③一〇58：手振
　りで強調する→訴える　③一〇66：鉛筆を置き指を組む→意志を明らかにするseg．15①一〇〇3：ワキの
　聞き手を見て手振りで強調する　①一〇37：ひざに手を置く→あらたまりseg．16①一〇17：両手を持ち
　あげて強調する　②一〇31：両手の指を組んでテーブルの端に置く→折り入った話［ユニット4］seg．
　20③一〇83：手をたたく→賛成seg．21②一〇42：テーブルに両手をついて中腰のまま→尋ねるseg．22
　②一〇55：固くなってきちんと腰かけ両手をひざにそろえる→かしこまり　②一〇55：ひざのバッグの
　上に両手を重ねる→あらたまりseg．23①一〇12：対象の前で両手を横に動かす→発言の補足④一
　〇77：胸の前で両手のひらを向き合わせる→発言の補足seg．24④一〇61：左右を見ながらやや乗り出
　して手を机の上で組む→主張④一〇65：両手のひらで物をそっと持つようなしぐさ→強調　④一〇65：
　左手のひらを立て右手の甲をそれに近づけたり離したりする→発言の補足
◇掌部・指　［ユニット1］　seg．01①一〇〇6：手で指す→指名するseg．02①一〇〇1：ノック→部屋に入
　る　①一〇〇4：人を手で指す→対象を示す　①一〇11：手でいすを指す→座るよう勧めるseg．03②一
　〇23：手でいすを指す→座るよう勧める　②一〇26：手で人を指す→対象を示す　②一〇50：話しながら
　手のひらを動かす→話の区切りを示す　②一〇62：酒を飲む手振りseg．05①一〇〇1：手で指す→方向を
　示す　①一〇〇5：手で押さえるような合図→その場で待たせる　①一〇〇6：手で指す→方向を示す　①
　一〇12：手で指す→対象を示す　②一〇24：指さす→対象を示す　③一〇32二手で指す→対象を示す　③
　一〇33：持ったものを見せて指す→発言の補足③一〇38：相手が持ったものを指す→対象を示す④
　一〇44：手で指す→方向を示す　④一〇46：手で指す→対象を示す　④一〇49：手で指す→方向を示す　④
　一〇51：手で指す→対象を示すseg．06①一〇13：手で指す→方向を示す①一〇14：いすを指す→座るよ
　う勧める　②一〇33：いすを指す→座るよう勧める［ユニット2］seg．07②一〇36：手で指す→その
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場所に用がある　④一〇67：用紙の各欄を指さす→対象を示す　④一〇69：指さす→対象を示すseg．08
①一〇〇4：手のひらで相手の腕を押さえる→注意を引く　①一〇〇5：カウンターに手をかける→接触の
　開始①一〇〇8：手のひらを上にして相手の後方を指す→方向を示す　①一〇〇8二手のひらで自分の後
　方を指す→方向を示す　②一〇22：指さす→対象を示す　②一〇35：指さす→対象を示す　④一〇77：手
　で指す→対象を示すseg．09①一〇〇1：手のひらでいすを指す→座るよう勧める　①一〇11：やや乗り出
　し対象を指す→提案　①一〇16：指さす→対象を示す　①一〇16：手をあごの下に当てる→確信がない
①一〇22：対象を指しながら相手を見る→指示を与える　①一〇31：指さす→対象を示す　②一〇61：指
　さす→対象を示す　②一〇63：対象を指さす→発言の補足②一〇74：自分の隣…を指さす→座るよう勧
　める　③一112：いすを指す→座るよう勧める　③一118：ひじを突き手でテーブルを軽くたたく→困
　惑seg．10①一〇〇1：封筒を持った手で名札を指す→目的地を示す　①一〇〇3：ノック→部屋に入る　①
　一〇〇5：ソファを指す→座るよう勧める　①一〇13：手でいすを指す→座るよう勧める　①一〇28：原稿
　を手で指す→対象を示す　①一〇35：原稿を指す→発言の補足　①一〇38：手で壁の方を指す→発言の
補足②一〇48：ノック→部屋に入る　②一〇57：手でいすを指す→座るよう勧める　②一〇66：資料を
　相手の方に向けて置き指す→尋ねるseg．11②一〇34：ふりむいて後ろを指す→指示②一〇35：手のひ
　らで指す→発言の補足　②一〇39：手のひらを物を押さえるように置く→発言の補足　②一〇43：手の
　ひらで指しうんざりした口調→指示　③一〇84：手を下に振って合図→降りるよう指示　③一〇85：相
　手の後ろから手を回し肩をたたく→親しみ　③一〇88：相手の肩に後ろから手をかける→親しみseg．
　12②一〇78：手でいすを指す→座るよう勧める　②一〇85：物を手で指す→勧め［ユニット3］seg．
　13③一〇54：手をデスクに置く→訴える　③一〇66：手をおろしてデスクに置く→興味seg．14①一〇18：
　手で後ろを指す→方向を示すseg．15①一〇〇6：手をあげる→発言許可の要求①一〇14：指で対象を指
　す→発言の補足seg．17②一〇40：雑誌を指す→発言の補足②一〇60：物を指す→発言の補足③一
　〇72：手をほおに当てる→困惑seg．18①一〇31：相手を指さす→指示　①一〇33：指を振って強調する
　①一〇41：笑いながら相手の肩をたたく→譲歩　②一〇74：相手の腕を軽くたたき口に手を当てて笑う
　→照れる［ユニット4］seg．19②一〇12：物を持った手で相手を指す→勧める　②一〇14：手を振っ
　て強調する　②一〇22：手を振って話題の人物を指す→言及する　③一〇28：手でかつぐしぐさ→発言
　の補足③一〇31：手を振ってことばを切る→強調　③一〇40：手を振る→強調　③一〇46：手を振って
　強調する　③一〇51：手を軽く振る→強調seg．20②一〇17：手を小さく振りながら→強調　②一〇26：相
　手を指でさす→肯定　③一〇44：手をあげる→発言の許可を求める　③一〇76：相手をたたくように手
　を振る→思い出させるseg．21①一〇〇4：相手をさえぎって手で横の方を指す→指示　①一〇〇5：窓口に
　かがみ込んで用紙を指す→接触の再開②一〇20：物を指す→説明②一〇27：対象を指す→言及②
　一〇29：対象を手で指す→言及　②一〇36：対象を指す→説明　②一〇40：ひざを立てて乗り出し対象を
　指す→尋ねる　②一〇41：対象を指す→説明　②一〇61：字を書く手ぶり→発言の補足②一〇63：手を
　横に振りいかにもうれしそうに→謙遜②一〇68：手を前に出しておさえる手振り→了承se9．22①一
　〇45：顔をしかめ手飾IIしながら→なだめる　②一〇67：手で相手と自分を交互に指す→発言の補足seg．
　23①一〇〇2：対象を指す→発言の補足①一〇〇5：対象を指す→発言の補足①一〇〇8：近寄り手で押さ
　えるしぐさ→なだめる　②一〇29：相手の額に手を当てる→熱を見る　②一〇34：手を上げて制する→
　断り　②一〇43：手でうながすしぐさ　③一〇56：手で場所を指す→指示④一〇60：手でいすを指す→
　座るよう勧める　④一〇73：手で肩から背中を指す→発言の補足se9．24①一〇〇9：手で方向を指す→発
　言の補足①一〇11：手を横に振る→断る　②一〇17：手を振る→接触の開始　②一〇17：相手をたたく
　ように手を振る→からかう　②一〇27：手を軽く上げ去る→接触の終了　③一〇33：物を指す→発言の
　補足③一〇40：相手のひじに手をかけ導き別の物を見せる　④一〇55：手を高くあげる→発言の許可
　を求める　④一〇56：手を忙しく振る→強調　④一〇57：手を軽く振る→強調④一〇59：ちょっと手を
　上げる→発言の許可を求める　④一〇63：手でおさえるしぐさ→強調　④一〇65：手のひらを平に出し
　てだんだん上げる→発言の補足④一〇65：手のひらで切るようなしぐさ→強調
◇持ちもの・服装など［ユニット1］　seg．02①一〇〇1：ネクタイを直す　①一〇〇5：胸ポケットから名
　刺を出し両手でさし出す　①一〇〇6：両手で名刺を受け取る　①一〇〇7：片手で名刺をさし出す　①一
　〇〇9：両手で名刺を受け取る　①一〇11：名刺をテーブルに置く　②一〇60：受話器を手で押さえる　③
　一〇82：物を差し出す→勧める　③一〇87：いすを入れるseg．03②一〇58：そでを上げ時計を見る→時間
　seg．05③一〇26：持った物を見せる→発言の補足③一〇27：物を受け取る→…接触の開始③一〇34：渡
　された物を返す→話題の終了seg．06②一〇27：名刺を両手でさし出す　②一〇29：片手で名刺を受け取
　る　②一〇29：片手で名刺をさし出す　②一〇30：名刺を両手でさし出す　②一〇30：片手で名刺を受け
　取る　②一〇31：片手で名刺をさし出す　②一〇32：両手で名刺を受け取る　②一〇43：名刺をポケット
　にしまう→本題に入るよう促す　②一〇44：物を両手で渡す　②一〇70：いすを入れる　［ユニット2］
　seg．07②一〇40：ドアを閉める→接触の終了　④一〇65：顔を伏せたまま用紙をさし出す→処理を頼む
　④一〇71：書類をひろげて渡す→処理を頼む　④一〇73：書類を受け取って見る→点検するse9．08②一
　〇18：物に手をかけ相手を見る→対象の確認　②一〇19：物を置き手を組んで脇に置く→相手の自由に
　任せる　②一〇24：物を取り出し別の物と並べて置く→比較させる　②一〇31：物を取り出す→見せる
　②一〇45：用紙を出して指す→対象を示す②一〇45：ボールペンを渡す→記入するよう要求する②
　一〇47：用紙を渡す→記入の終了　②一〇50：物を出して渡す→使わせる　②一〇53：用紙を前に置く→
　記入の要求②一〇54：用紙を渡す→処理を頼む　②一〇58：物を前に置く→渡す　②一〇59：物を前に
一110一
置く→渡す　③一〇71：バッグを見て軽く叩く→発言の補足④一〇78：物を持って見せる→発言の補
足④一〇96：物を出して渡す→対象を示すseg．09①一〇〇6：物を出して見せる→話題に入る　①一
〇52：いすを入れる　②一〇59：隣のいすを引き上のものを自分のいすに移す→座るよう勧める　②一
〇61：原稿を相手に近づける→見せる　②一〇93：物を持ちあげる→発言の補足seg．10①一〇22：原稿
を開いて置き見せる→発言の補足①一〇32：見本を出し見せる→発言の補足②一〇53：頭を下げ片
手で名刺を渡す　②一〇54：名刺を左手で受け取りながら右手で名刺を渡す　②一〇61：原稿を相手に
見せる→発言の補足　②一〇70：資料を持ち上げる→借用の許可を求める　②一〇79：いすを入れるseg．
11②一〇33：物を相手の前に出す→発言の補足②一〇36：物を相手に渡す→指示　②一〇37：物を受け
取る→了解②一〇40：物を相手に差し出す→要求　②一〇61：物を片付けながら→発言の補足seg．12
①一〇〇5：相手の前に物を置きテーブルの上で指を組む→勧め　①一〇10：物を取り上げ見てから相手
を見て斜め前のテーブルの上に置く→物を渡す　①一〇26：物を相手の前に置く→勧め　②一〇58：座
ぶとんを脇に置く→勧め　②一〇66：相手の前に物を置く→勧め　③一〇93：相手に物を渡す→受け入
れ［ユニット3］seg．13①一〇〇4：振り返りステレオのボリュームをしぼる→話の場を整える①
一〇14：照れて物をいじる　②一〇26：物を取って渡す→見せるseg．14①一〇23：相手を見て湯のみのふ
たを閉める→うながす　①一〇24：つられて湯のみのふたを閉め立ち上がる→承知　③一〇60：物を書
きながら→嫌悪seg．15①一〇〇6：資料を示す→発言の補足　②一〇51：物を渡す→見せる　②一〇56：物
を相手の脇に置き顔をのぞき込む→見せる　②一〇69：相手を見て物を返す→受け入れseg．16②一
〇721手元を見て手帳を閉じる→結論を出すseg．17①一〇131カレンダーを手に取る→考える　①一
〇25：用紙を取り出し相手の前に置く→記入を求める　②一〇43：ファイルを開き相手の方に向けて置
く→見せる　②一〇52：手元の物を相手に近づける→見せるseg．18①一〇35：箸で相手を指す→説得
［ユニット4］seg．19②一〇12：物を持っていじりながら→くだけ　③一〇28：手の中で物をいじる
→くだけseg．20②一〇〇6二棚から物を取る→注文の品を揃える　②一〇10二別の物を取り見せる→提案
②一〇11：うなずいて物を受け取る→受け入れ②一〇15：物をカウンターに置く→渡すseg．21①一〇〇3：
物を受け取って見る→尋ねる　①一〇10：相手から物を受け取り見る　②一〇53：乗り出して対象に手
をのばす→提案②一〇55：手をテーブルにつき片手で対象を動かす→提案seg．22①一〇〇1：物を持ち
相手に見せる→提案　①一〇〇3：物を手に取って見て首をかしげる→検討　①一〇〇71物を取り見てか
ら渡す→提案①一〇〇8：物を受け取る→検討①一〇〇9：物を体に当ててみる→検討　②一〇77：メモ
をとる　②一〇79：ボールペンにキャップをする→話題の終了seg．23①一〇13：見本を取り出す→説明
①一〇14：対象を手に取ってみる→検討①一〇20：見本を出し対象の前にかざして指す→説明　①一
〇26：再び作業を始める→接触の終了　③一〇50：物を出し両手で差し出す→渡す③一〇51：物を受け
取り見る→調べる　③一〇54：物を渡す→指示　③一〇55：物を受け取る→了解④一〇59：物を渡す→
預ける　④一〇66：体温計を取り出し読む　④一〇66：受け取ろうと手を出す　④一〇68：物を取って見
る→調べる　④一〇68：相手を見て物をデスクに置きカルテに記入する　④一〇80：ボールペンを置く
→次の動作の開始
◆音調・口調　［ユニット1］　seg．01①一〇18：早口で→あがっている　［ユニット2］　se9．07④一
　〇75：不安そうな口調→困惑seg．08④一109：声を張り上げる→前の接触の終了seg．09①一〇〇8：対
　象を見ながら困った口調①一〇54：困った口調③一111：困った口調seg．10①一〇16：言いにくそう
　な口調→頼む　①一〇26：きつい口調→拒絶　①一〇34：ほっとした口調seg．11①一〇〇4：気のない調子
　→無視　①一〇17：きつい口調→叱る　①一〇23：うんざりした口調→抗議②一〇42：手を出さず逆ら
　う口調→拒絶　②一〇51：明るい口調→頼むseg．12①一〇34：うれしそうな調子［ユニット3］seg．
　13②一〇35：やや厳しく→叱る　③一〇70：相手を見てやや明るく→決心seg．14②一〇46：元気づいて
　③一〇68：物を書きながら投げやりに　④一〇80：体を起こし大きな声で→反論④一〇84：声を落とす
　→譲歩seg．15①一〇20：大げさに感心するseg．16①一〇18：困った調子→反論seg．18①一〇34：大声
　→反論①一〇38：早口→興奮［ユニット4］　se9．19②一〇〇6：少し声をひそめる→はばかる　③一
　〇37：明るい口調→思い付く　③一〇43：少し乗り出しいやそうな口調→不満seg．20②一〇19：ややた
　めらいがちに笑顔で②一〇21：いかにもうれしそう　②一〇25二考えながら　②一〇29：思い出して　③
　一〇35：ことばにつまりワキの相手に助けを求める口調　③一〇39：いやそうな口調→不賛成　③一〇43：
　困った口調→反論③一〇61：ささやく→冗談　③一〇69：気のない様子　③一〇80：つぶやく→不審seg．
　21①一〇〇7：対象を見てからとがった声→不愉快②一〇22：気のりのしない口調→不満②一〇48：不
　審そうな口調→意外　②一〇60：あわてて　②一〇67：申し訳なさそうseg．22①一〇11：相手を見てうれ
　しそうに→喜ぶ①一〇38：不審そう→問い返す①一〇40：突っかかる口調→反論seg．23①一〇〇4：批
　判的な口調①一〇〇9：批判的な口調　①一〇22：申し訳なさそうな口調　④一〇74：やや不審そうseg．
　24③一〇34：相手を見て申し訳なさそうな口調→謝る　③一〇47：明るく→了承
◆その他［ユニット3］seg．14①一〇〇1：咳払い→緊張①一〇〇2：咳払い→緊張②一〇44：少し考え
　てから　②一〇51：黙って歩き続ける→気づまりseg．15①一〇〇5：咳払い→話題の再開　①一〇36：無言
　→否定［ユニット4］seg．19③一〇46：少し考えるseg．20③一〇32：やや沈黙→当惑　③一〇81：少
　し考えてseg．21②一〇35：沈黙→考え込むseg．23①一〇〇9：顔を見合わせしばし沈黙→困惑
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3．画像索引
凡　例　この索引には，「中級編」の各場面に映っている事物として主に「流れにそって」の右欄外に
記されている項目を挙げてある．出現位置は，セグメントおよび場面の番号で示されている．
　事物の種類によって分類されているが，この分類は便宜的なものであり，多少性質の異なる事物を
含むカテゴリーもあり，事物によっては複数のカテゴリーに相当する可能性のあるものを1箇所だけ
に所属させたものもある．カテゴリーの種類は以下の通りである．
◆人物
　◇人の種類，服装など　◇不特定の人々
◆物品，設備など
　◇樹木　◇屋外施設など
　◇家屋の外装，外観など◇乗り物◇家具など
　◇室内設備など　◇戸，窓，建具
　◇インテリア，装飾品など　◇器具，機器など
　◇道具，用具など　◇容器など　◇食器など
　◇書籍，冊子など　◇書類，用紙，帳面など
　◇図表・掲示物等　◇標識，表示など
　◇衣服，身装品など　◇食品，飲食物など
◆場所など
　◇道路，通路　◇町並みなど　◇建物，場所など
　◇部屋　◇店，売り場，店内設備など
◆行為など
　◇行事，場所がら　◇行為，動作など
画像索引
◆人物
◇人の種類，服装など［ユニット1］seg．01①：会社帰りの社員たち　seg．01①：和服姿の仲居たち
　seg．02①：ネクタイ，スーツ姿の営業社員　seg．02①：三つ揃いスーツの管理職クラスの会社員　seg．
　03①：相席の客　seg．03②：エプロンをかけたウェイトレス　seg．04①：仕事をしている社員　seg．
　04①：上着を脱いでいすの背にかけた会社員　seg．04④：オフィスで執務する会社員たち　seg．05③：
　交番の前に立っている警官seg．06①：ブラウスにタイトスカートの受付係員　se9．06①：ブラウス
　にスカートの女子事務員［ユニット2］seg．07①：エプロンをかけた主婦　seg．07②：帽子をかぶ
　りポーチを持った米屋　seg．07④：市役所受付の係員　se9．07④：市役所の窓ロカウンターで応対す
　る係員たち　seg．08①：帽子をかぶり白手袋をはめ制服を着てカウンターに並んだ案内係　seg．08②：
　制服のデパート店員　seg．08④：はちまきをしめゴムの前かけをした魚屋seg．09①：半そでワイシ
　ャツにネクタイの会社員　seg．09②：半そでワイシャツにネクタイ，クラッチバッグを持った営業社
　員　seg．09②：エプロンのウェイトレス　seg．10①：スーツを着て封筒を持った編集社員　seg．10①：
　ワンピースにショルダーバッグ，封筒を抱えた女性編集者seg．10①：長そでワイシャツにネクタイ
　の大学教授　seg．10②：半そでワイシャツにネクタイの大学助教授　seg．11①：普段着の家族　seg．
　11①：エプロンをかけた主婦seg．12③：浴衣姿の女の子［ユニット3］seg．13②：勤め帰りのO
　L　seg．13③：制服の女性社員　seg．14①：スーツにネクタイの男性　seg．15①：制服の女性社員
　seg．15①：スーツの男性社員　seg．15②：スーツの男性社員　seg．15②：制服の女性社員　seg．16
　①：セーター姿の男性seg．16②：スーツの男性社員seg．16②：制服の女性社員seg．18①：はち
　まき・はっぴの焼き方　seg．18②：制服にカーディガン姿の昼休みのOL　seg．18③：司会者　seg．
　18③：高砂の新郎・新婦と媒酌人夫妻segj　8③：タキシードの新郎seg18③：ウェディングドレ
　スの新婦seg．18③：留袖の年配の女性seg、18③：ドレスの女性　seg．18③：礼装の男性［ユニ
　ット4］seg．20①：母親と5歳ぐらいの男の子seg．20②：酒屋の店員　seg．22①：エプロンをか
　けた店員　seg．23①：塗装職人seg．23③：白衣の女性事務員　seg．23④：白衣の医師
◇不特定の人々［ユニット1］seg．05①：行きかうビジネスマン風の男性たち　seg．05②：橋をわた
　る人　seg．05④：横断歩道を渡る歩行者の流れ［ユニット2］seg．08③：商店街を通る買い物客や
　うば車の子供seg．12③：浴衣を着た人々　seg．12③：蔵づくり前を歩く人々　seg．12③：祭りを見
　る家族　［ユニット4］seg．19①：駅前を行きかう人々　seg．19③：はっぴ・はちまきの人々　seg．
　24①：出入りする子供連れの買い物客たち　se“4④：座って聞く聴衆　seg．24④：立ち見の聴衆
◆物品，設備など
◇樹木　［ユニット1］segO5①：街路樹の柳　segO5④：街路樹［ユニット2］seg11③：石垣の
　上に茂る木segJ　1③：木立ち　seg．12①：植え込みの木［ユニット3］segJ　4②：色づきはじめ
　た木々　seg．18②：植え込み
◇屋外施設など［ユニット1］seg．05①：地上の地下鉄入り口　seg．05①：歩行者用信号　seg．05①：
　歩道の柵seg．05③：古風な街灯seg．05③：日本橋の欄干の彫刻　seg．05④：パーキングメーター
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　seg．05④二電柱と電線seg．05④：道路標識［ユニット2］seg．11③二人工の池seg．11③：石垣
　segj　1③：丸太と太い綱でできたフィールドアスレチック風の遊具seg．11③：砂場seg．11③：水
　飲み場　seg．11③：電話ボックス　seg．11③：車止めの柵　seg．11③：街灯　seg．11③：電柱　［ユ
　ニット3］seg．14②：公園の池seg．18②：彫刻　［ユニット4］seg．19①：歩道のガードレール
　seg．19②：街路灯seg．19②1金網で囲ったテニスコート　seg．20①：保育園の庭の遊具など
◇家屋の外装，外観など［ユニット2］seg．08③：商店の日よけ　segj　2①：ベランダに干してある
　布団や洗濯物5eg．12①：団地の屋上のテレビのアンテナ　seg．12①：玄関のチャイムのボタン　seg．
　12②：団地のベランダの洗濯物seg．12③：紋所のついた提灯をつけて立て並べられたさお
◇乗り物［ユニット1］seg．05①：路上駐車の車　seg．05①：高速道路を走る車　seg．05①：止めて
　あるバイク　seg．05①：歩道を走る自転車　seg．05①：日本橋付近を行きかう車　seg．05③：置いて
　ある自転車　seg．05④：路上駐車の車［ユニット2］segO8③：走り過ぎたり止めてあるかごをつ
　けた自転車やバイク　seg．12①：路上駐車の車［ユニット4］seg．19①：停車中のタクシー　seg．
　19①二止めてある自転車　seg．19①：軽ワゴン車　seg．19②：行きかう車　seg．23③二止めてある自
　転車
◇家具など［ユニット1］seg．01①：座いす　seg．02①：テーブルといす　segO2②：電話台　seg．
　02③：いす　seg．03①：カウンターテーブルseg．03②：カウンターテーブルseg．04①：並んだ事
　務机seg．04①：壁面収納家具seg．04③：壁面収納家具　seg．04③1机の引き出し　seg．06①1
　テーブルとまわりのいす［ユニット2］seg．07①：ガラス戸付きの本箱　seg．07①：ソファーとテ
　ーブルseg．07②：玄関脇の下駄箱seg．07④：カウンター内の机の列　seg．09①：並べられたテー
　ブルとまわりのいす　seg．09①：ホワイトボードseg』9①：ついたて　seg．09②：テーブルといす
　seg．09③：テーブルといす　seg．10①：ソファーとローテーブルseg．10①：ファイリングキャビネ
　ットseg．10②：机seg．10②：テーブルseg，11①：食器棚seg．11①：ダイニングテーブルseg．
　11②：本棚と棚のついた整理だんす　seg．11③：ベンチ　5eg．12①：サイドボード　seg．12①：本棚
　seg．12①：籐のついたて　seg．12①：座卓　seg．12②：座卓　seg．12②：食堂テーブルといす　［ユ
　ニット3］segj　3①：ガラスのローテーブルseg．13②：ソファー，ひじかけいす，ローテーブル
　の応接セット　5eg．13②：サイドボード　seg．13③：並んだデスクの列　seg．14①：たんす　seg．14
　①：座卓　seg．14②：ベンチ　seg．14③：食堂テーブルといすseg．14③：食器棚seg．15①：会議
　テーブルといすseg．15②：並んだデスク　seg．16①：たんす　seg．16①：座卓　seg．16②：並んだ
　デスク　seg．16②：会議テーブルといす　seg．17①：テーブルseg．17③：開け放したクローゼット
　seg．18②：ベンチ　seg．18③：金びょうぶseg．18③：テーブルといす［ユニット4］seg．19②：
　ベンチとローテーブル　seg．19③：雑誌の棚　seg．20③：整理たんす　seg．20③：並んだ座卓　seg．
　21①：事務机　seg，21②：整理たんす　seg．21②：並んだ座卓　seg．22②：応接セット　seg．22②：
　デスク　seg．23①：仕切り壁seg．23②：椅子seg．23③：カルテの棚seg．23④：ベンチseg．23
　④：ベッド　seg．23④：机seg．24①：テープの貼られた仕切り壁seg．24④：テーブルと司会者・
　発表者の席
◇室内設備など［ユニット1］seg．01①：床の間seg．01①：床柱seg．01①：棚［ユニット2］
　seg．10①：研究室の書類受けのポストseg．10①：研究室の掲示板seg．11①：調理台　seg．11①：
　流し台seg．11①：湯沸し器seg．11①：出窓seg．11①：ガス台seg．11①：レンジフードseg．
　11①：下に戸棚のついた洗面台［ユニット3］seg．14①二床の間　seg．16①：床の間　seg．17③：
　フローリングの床seg．17④：下に戸棚のついた流し台　seg．17④：湯沸し器seg、17④：湯舟
　seg．17④：ガスの風呂がま　［ユニット4］seg．19②：鏡seg．24④：ステージ
◇戸，窓，建具［ユニット1］seg．01①：障子のはまった窓　seg．02①：ブラインドのおりた窓　seg．
　02①：応接室のドア　seg．02③：応接室のドア　seg．04①：ブラインドのある窓［ユニット2］seg．
　07②：廊下のドアse昏07②：玄関のドア　seg．08①：デパートの入り口の大きなガラスのドア　seg，
　10①：窓から見える木　seg．10②：研究室のドア　seg．10②：窓から見える木と校舎seg．11①：廊
　下のドアseg．11②：障子窓seg．11②：開いている子供部屋のドアseg．12①：団地の玄関のドア
　［ユニット3］seg．13②：ガラス戸　seg．14①：押し入れのふすま　seg．14①：障子のはまった窓
　seg．14③：ガラス戸　segj　6①：押し入れのふすま　seg．16①1障子のはまった窓　seg．17③：サッ
　シの窓　［ユニット4］se9．23③：病院玄関のドア
◇インテリア，装飾品など［ユニット1］seg．01①：花生け　seg．02①：ブラインド　seg．02①：灰
　皿seg．03①：鉢植えの観葉植物seg．03①：灰皿seg．04①：ブラインドseg．04①：部屋の隅の
　観葉植物　seg．06①：鉢植えの植物　seg．06①：灰皿［ユニット2］seg．07②：下駄箱の上のドラ
　イフラワー　seg．07④：花びんの花　seg．07④：カウンターの上の鉢植えの植物　seg．08②：ショー
　ケースの脇の鉢植えの植物　seg．09①：灰皿　seg，09①：ペン立て　seg．09①：花瓶の花　seg．09
　①：窓のブラインドseg．10①：灰皿seg．12①：観葉植物seg．12①：ひもののれんseg．12①：
　窓のカーテン　seg．12②：座ぶとん［ユニット3］seg，14①ニレースのテーブルクロス　seg．14①：
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　座ぶとんseg．16①：レースのテーブルクロス　segJ　6①：座ぶとんseg．17②：筆立てseg．18③：
　テーブルクロス　seg．18③：テーブルの盛り花［ユニット4］seg．19②：鉢植えの木seg．19③：
　観葉植物の鉢seg．20③：座ぶとんseg．21②：座ぶとんseg．21②：灰皿seg．23③：並んだ植木
　ばちseg．23④：スタンド型の灰皿
◇器具，機器など［ユニット1］seg．02①：電話機seg．02②：電話をかける　seg．02②：プッシュ
　式電話機seg．02②：受話器を手で押さ．える　seg．03①：ピンク電話seg．03②：そでを少し上げて
　時計を見る　seg．03②：レジスター　seg．04①：電話をかける　seg．04③：ダイヤル式電話機　seg．
　06①：電話をかける　seg．06②：電話台の電話機［ユニット2］seg．07①：電話を受ける　seg．07
　③：電話をとる　seg．07④：電話機seg．07⑤：テレホンカードが使える緑色の大型公衆電話seg．
　10①：電話機　seg．10①：電気スタンド　seg．10②：パソコン　seg．11①：電子レンジ　seg．11①：
　冷蔵庫seg．11①：腕時計をはめるseg．11②：電気掃除機で掃除するseg．11②：洗濯機で洗濯す
　る　seg．11③：ジュースの自動販売機seg．11③：腕時計を見る　seg．12①：腕時計seg．12①：電
　話する　seg．12①：カバーのかかったピアノ　seg．12①：電話機　seg．12③：カメラ［ユニット3コ
　seg．13①ニステレオセット　seg．13①ニビュア　seg．13①：カメラ　seg．13③：電話機seg．13③：
　パソコン　seg．14④：玄関わきの下駄箱の上の電話機seg．15①：電話機seg．17①：コンピュータ
　ー端末に打ち込むsegJ　8③：エレクトーン［ユニット4］seg．19①：乗車券の自動販売機seg．
　19②：テレビ　seg．19③：テレビseg．19③：ビデオデッキ　seg．20②：レジスターseg．22②：タ
　イプライター　seg．22②：ワープロ　seg．22②：電話機　seg．23②：腕時計　seg．23③：パソコン
　seg．23③：体温計seg．23④：時計seg．23④二血圧計seg．23④：体温計seg．23④：首にかけ
　た聴診器　seg．23④：腕時計　seg．24④：OHP（オーバーヘッドプロジェクター）　seg．24④：マ
　イク　se9．24④：マイクスタンドseg．24④：スクリーン
◇道具，用具など［ユニット1］se9．04③：ボールペン　seg．05③：立てかけてあるジュラルミンの
　盾［ユニット2］seg．07④：記入台のボールペン　seg．08②：ボールペン　seg、09②：ボールペン
　seg．11①：石けん　seg．12①：おしぼり　seg．12②：おしぼり［ユニット3］seg．13①：カッター
　seg．13①：プロアseg．13③：デスクの上の文房具seg．14③：赤鉛筆seg．18①：大しゃもじ［ユ
　ニット4］seg．19②：ラケット　seg．19②：テニスボールseg．19③：テニスボールseg．19③：
　みこし　seg．19③：大うちわ　seg．20②：紙ばさみseg．23①：ローラーseg．23①：ペンキ缶　seg．
　23①：脚立　seg．23①：テープse9．23④ニボールペン
◇容器など　［ユニット1］seg．02③：紙袋　seg．04③：封筒　seg．06①：資料の入った封筒　［ユニ
　ット2］seg．07①：段ボール箱　seg．07④：封筒seg．10①：原稿の入った封筒　seg．10②：名刺
　入れseg．10②：書類入れseg．10②：書類の入った封筒　seg．11②二床の上の本の入った段ボール
　箱seg．12①：紙袋［ユニット3］seg．14③：買い物のポリ袋seg．18③：祝儀袋［ユニット4］
　seg．19①：ビールのケース　segj9③：たばこのパッケージ　seg．20②：買い物のポリ袋　seg．23①：
　段ボール箱
◇食器など［ユニット1］seg．01①：箸seg．01①ニグラス　seg．03①：砂糖入れseg．03①：コー
　ヒーヵップseg』3②：盆　seg．06①：盆　seg』6①：茶托に乗った湯のみ［ユニット2］seg．08
　②：化粧箱に入ったスプーンセットseg．09②：盆seg．09②：コーヒーカップseg．11①：食器
　seg．11①：盆　seg．11①：なべ，やかん等　seg．11①：箸seg．12①：急須　seg．12①：湯のみ
　seg．12①：茶筒seg．12①：茶托seg．12①：魔法びん　seg．12②：はし，その他の食器類　［ユニ
　ット3］seg．13②：湯のみ　seg．14①：茶托にのせた湯のみ　seg．14①：菓子皿seg．14①：くろ
　もじ　seg．14①：湯のみのふた　seg．15①：試作品のアウトドア用食器セット　seg．16①：湯のみ
　seg．18①：はし［ユニット4］seg．20③：湯のみseg．21②：湯のみseg．24①：発泡スチロール
　の食器
◇書籍，冊子など［ユニッ11］seg．04③：パンフレット　seg．04③：カタログseg』6②：会社概
　要seg．06②：商品カタログ［ユニット2］seg．07①：本箱に入れかけの本　seg．07①：箱の外に
　積まれた本　seg．08①：ラックに入ったパンフレット類　seg．10①：研究室の本棚の本　seg．10①：
　並んだ辞書seg．10②：本棚の本seg．11①：漫画雑誌seg．11②：本棚に並んだ本seg．11②：本
　を読むseg．12②：雑誌を読む　［ユニット3］seg．15②：写真雑誌seg．17②：住宅情報誌　［ユ
　ニット4］seg．21①：パンフレット　seg．22②：書棚の本や資料seg．23④：雑誌を読む
◇書類，用紙，帳面など［ユニット1］seg．02①：名刺交換seg．02①：手帳seg．02②：手帳seg．
　02③：手帳にメモする　seg．04②：電話番号を書いたメモ用紙　seg．04③：電話番号を書いたメモ用
　紙seg．04③：レポート用紙にメモを取る　seg．04④：手書きの地図　seg．05①：手書きの地図
　seg．05③：手書きの地図　seg．06②：名刺交換［ユニット2］seg．07②：チラシ　seg．07④：メモ
　用紙にボールペンで書く　seg．07④：記入台の用紙と記入例　seg．07④：印の押された転籍届の用紙
　seg．07④：戸籍謄本seg．08②：配達伝票に記入する　seg．08②：クレジットカードseg．08②：ク
　レジットカードの伝票へのサイン　seg．09①：印刷原稿seg．09②：手帳に書き込むseg．09②：原
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　稿と手帳をかばんにしまう　seg．10①：名刺を渡す　seg．10①：印刷原稿seg．10②：名刺交換
　seg．10②：印刷原稿［ユニット3］seg．13②：表紙のついた見合い写真　seg．13③：デスクの上の
　書類，ファイルseg．14③：資料に書き込みをする　seg．15①：会議書類　seg．16②：手帳seg、17
　①：卓上カレンダー　seg．17②：貸家物件のファイルseg．18①：品書き　seg．18③：記名帳に記帳
　する［ユニット4］seg．21①：記入例seg．21①1書類seg．21①：申し込み用紙seg．21①：ス
　ケジュール表seg．21①：表に記入する　seg．21②：カードseg．22②：メモをとる　seg．23③：診
　療証明書seg．23④：カルテ　seg24④：OHPシート　seg24④：発表原稿
◇図表・掲示物等［ユニット1］seg．01①二かけ軸seg．01①：日本画seg．02①：壁の絵seg．02
　①：ポスターseg．05③：標語を書いた垂れ幕seg．05③：案内板の大きな地図［ユニット2］seg．
　07④：カウンター前面のポスター　seg．07⑤：壁の節水のポスター　seg．08④：魚屋の店先ののぼり
　［ユニット3］seg．13①：壁の写真　seg．13①：写真のネガseg．14①：かけ軸　seg．14①二壁の
　色紙の額seg．16①：かけ軸seg．16①：壁の色紙の額seg．17①：結婚衣装のポスター　［ユニッ
　ト4］seg．21②：見取り図seg．23①：ポスターを貼る　seg．23③：張り並べられた掲示・ボスタ
　ー　seg．23④1ポスター　seg．23④：カレンダー　seg．23④：壁の額seg．24①ニドアのポスター
　5eg．24④：タイトルの横断幕seg．24④：名前を書いた張り紙seg．24④：待遇表現分類表seg．24
　④：待遇表現モデル図
◇標識，表示など［ユニット1］seg．03②：喫茶店前の路上の置き看板　seg．05①二地下鉄出口の表
　示　seg．05①：営団地下鉄のマーク　seg．05①：飲み屋のちょうちん　seg．05②：日本橋の銘板
　seg．05③：警察のマーク　seg．05③：交番の赤い電灯seg．05③：駅の地下道の出口表示板seg．05
　④：街路名の標識　seg．05④：路面の標識文字［ユニット2］seg．07④：受付の札　seg．07④：天
　井から下がった係名の吊り表示板　seg．10①：研究室のドアの上につけられた名札　se9．12①：玄関
　ドアの脇の表札　［ユニット3］seg．13③：社員の胸の名札
◇衣服，身装品など［ユニット1］seg．01①：背広姿5eg．01①：和服seg．02①：ネクタイを直す
　5eg．02①：胸ポケット　seg．02①：内ポケットseg．02①：スーツ　seg．02①：三つ揃いスーツ　seg．
　02②：ズボンのポケット　seg．02③：内ポケットseg．03②：エプロン　seg．05①：クラッチバッグ
　seg．05③：警官の制服・制帽seg．05③：ベルトの拳銃・警棒seg．06①：クラッチバッグseg．06
　②：胸ポケットseg．06②：内ポケット［ユニット2］seg．07②：つばのある帽子　seg』8①：ハ
　ンドバッグseg．08②：ショルダーバッグseg．08③：ハンドバッグseg．08③：ハンカチ　seg．08
　④：ショルダーバッグseg．09②：ワイシャツの胸ポケットseg．10②：ワイシャツの胸ポケットseg．
　11②：洗濯物5eg．12①：ショルダーバッグseg．12②：ハンドバッグ［ユニット3］seg．13②：
　ショルダーバッグsegj　4①：ややフォーマルなワンピース　seg．15①：眼鏡seg．15①：脱いでい
　すの背にかけた上着　seg、16②：眼鏡seg．16②：内ポケットseg．18②：財布seg．18③：ブーケ
　［ユニット4］segJ　9②：トレーニングウェアseg．19②：タオルや着替えなどのスポーツ用具seg．
　19②：ポーチseg．20①：ショルダーバッグseg．22①：バッグseg．22①：デイパック　seg．22①：
　ウェストポーチseg．22②：ハンドバッグseg．23①：つなぎの作業服　seg．23④：ジャンパーseg．
　24③：セーター
◇食品，飲食物など［ユニット1］seg．01①：宴会料理seg．01①：ビールseg．02①：コーヒーseg．
　02③：紙袋に入った手みやげseg．03①：コーヒー　seg．03②：コーヒー　seg．06①：お茶［ユニ
　ット2］seg．08④：かつお　seg．08④：あじseg．09②：コーヒーseg．09②：スティックシュガ
　ーseg．09②：コーヒー用ミルクのパック　segj　1①：料理の皿seg．11①：和風の朝食segJ　1
　①：茶わんの御飯segJ　1①：おわんのみそ汁seg．11①：おかずの魚，卵，のり等5eg．12①：手
　土産の菓子包み　seg．12②：器に盛ったそうめん　seg．12②：薬味［ユニット3］segJ　4①：和菓
　子　seg．18①：チューハイのグラス　seg．18①：枝豆　seg、18①：カウンターに並んだ材料　seg．18
　①：ほっけの開き　seg．18①：しょう油などの調味料seg．18①：料理の皿・小鉢seg．18③：ウェ
　ディングケーキ［ユニット4］seg．19②：缶入りのウーロン茶seg．20②：棚に並んだ酒びんや食
　料品　seg．20②：ゴマ油のびん　seg、20②：味噌のパック　seg．20③：菓子　seg24①：水鮫子の鍋
◆場所など
◇道路，通路［ユニット1］seg．05①：地下鉄駅の地下道　seg．05①：地下鉄出口の階段　seg．05①：
　ビルの前の歩道seg．05①：大きな十字路seg．05①：高速道路seg．05①：大きな交差点　seg．05
　②：日本橋seg．05②：高架の高速道路seg．05②：幅の広い車道seg．05③二日本橋seg、05
　④：広い横断歩道seg．05④：十字路seg．05④：高架の高速道路seg．05④：横断歩道seg．05
　④：やや狭い脇道seg，05④：裏道の交差点5eg．06①ニビル内の廊下［ユニット2］seg．08①二
　上り・下りのエスカレーターseg．10①：大学の校舎内の廊下seg．11③：公園の遊歩道seg．12①：
　団地の中の道［ユニット3］segj　4②：石を敷いた遊歩道［ユニット4］seg．19①：ロータリー
　seg．19①二横断歩道seg．19②二広い車道seg．19③二川沿いの柳並木seg．23③二病院前の道
◇町並みなど［ユニット1］seg．05①：ビル街seg．05④：ビル街［ユニット2］seg．08③：商店
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　街segJ　O①：大学のキャンパスseg．11③：近郊都市の整備された公園seg．12①：団地seg．12
　②：団地seg．12③1蔵づくりの古い町並み［ユニット3］se9．14②：都市部のかなり大きな公園
　seg．18②：オフィスビル周辺のオープンスペース［ユニット4］seg．19①：郊外の私鉄駅前　seg．
　19②：大規模団地の全景seg．20②：夕暮れの住宅地
◇建物，場所など　［ユニット1］seg．05③：交番seg．05④：古風なタイル貼りのビル　［ユニット
　2］seg．07④：市役所se呂08①：デパートの入り口　seg．10①：大学の校舎seg．12①：団地のア
　パートseg．12②：団地のアパート　［ユニット3］seg．13①：一般的な日本式家屋seg．14④：
　夜，明かりのついた家の外景　seg．17③：マンションの空き室　seg．17④：空き家の一戸建［ユニ
　ット4］seg．19②：高層マンション　seg．19②：クラブハウス　seg．20①：団地内の保育園seg．
　21①：文化センター管理事務室seg．23③：病院seg．24①：地域文化センター入り口
◇部屋［ユニット1］seg．01①：料理屋の座敷seg．02①：会社の応接室seg．04①：営業課のオフ
　ィス　seg．06①：会社の応接室［ユニット2］seg．07②：玄関　seg．09①：出版社の会議室seg．
　10①：大学教授の研究室seg．11①ニダイニングキッチン　seg．11①：洗面所seg．11②：子供の勉
　強部屋segj　2②：リビングダイニングキッチン［ユニット3］seg．13①：洋間　seg．13②：洋風
　の居間seg．13③：会社のオフィス　seg．14①：日本間seg．14③：ダイニングキッチン　seg．15
　①：会社の会議室seg．15②：会社のオフィスseg．16①：日本間seg．16②：会社のオフィス
　seg．16②：会社の会議室　seg．17④：台所seg．17④：浴室［ユニット4］seg．19③：クラブハウ
　スのロビー　seg．20③：団地内集会所seg．21②：団地内集会所seg．22②：大学教授の研究室
　seg．23①：バザー会場になる大会議室　seg．23②：バザー会場になる大会議室　seg．23④：病院の待
　合室　seg．23④：診察室　seg．24④：文化センター講堂
◇店，売り場，店内設備など［ユニット1］seg．03①：喫茶店　seg．03②：レジスターのある小さな
　カウンター　seg．05①：三越　seg．06①：会社の受付カウンター［ユニット2］seg．07④：市役所
　の受付カウンター　seg．07④：記入台　seg．08①：デパートのショーウィンドー　seg．08①：デパー
　トの店内seg．08①：デパートの食品売り場seg．08①：デパートの案内所5eg．08②：デパートの
　高級食器売り場　se9．08②：陳列台の上に並んだ食器類se9．08②：ショーケースの中の食器類
　seg．08③：並んだ個人商店　seg．08④：魚屋の店の威勢よさ　seg．08④：平台に並んだ魚　seg．08
　④：魚屋の店の奥の冷凍ケースseg．08④：下げてあるつり銭用のざるseg．08④：下げてある包装
　用のポリ袋seg．12③：お面の夜店seg．12③：ヨーヨーの夜店　seg．12③：たこ焼きの夜店［ユ
　ニット3］seg．17①：結婚式場相談所seg．17②：不動産屋のカウンター　seg．18①：炉端焼き形
　式の飲み屋のカウンター　seg．18③：披露宴会場の受付［ユニット4］seg．19①：改札口　seg．20
　②：酒屋の店内seg．20②：酒屋のカウンターseg．21①：文化センター窓口seg．22①：袋物問屋
　seg．23②：鮫子の模擬店　seg．23③二病院の受付窓口　seg．24①：鮫子の模擬店　seg．24①：バザー
　の商品の置かれた台　seg24②：鮫子の模擬店seg．24②：バザーの勘定場seg．24③：セーターの
　売り台
◆行為など
◇行事，場所がら　［ユニット1］seg．01①：歓迎会会場　［ユニット2］seg．12③：提灯祭り　［ユ
　ニット3］seg．14①：見合い　seg15①：会議se呂18③：披露宴会場［ユニット4］seg　19③：
　祭りの風景　seg．24①：バザー会場　seg．24②：バザー会場　seg．24③：バザー会場　seg．24④：シ
　ンポジウム会場
◇行為，動作など［ユニット1］se呂01①：あぐら　se呂01①：自己紹介se呂01①：酌seg．01①：
　乾杯seg．01①：乾杯の音頭seg．01①：拍手seg．02③：手みやげを渡すseg．02③：いすをテー
　ブルの下に入れる　seg．03①：コーヒーを飲む　seg．03②：砂糖を入れる　seg．03②：酒を飲む手振
　り　seg．03②：金を払う　seg．05④：ドライバー同士の手の合図seg．06①：茶を出す［ユニット
　2］se忌07④：カウンターで応対する　seg．08④：暗算する　seg．08④：代金を払う　seg．09②：喫
　茶店からのコーヒーの出前　seg．09②：砂糖を入れる　seg．09②：コーヒーを飲む　seg．09②：ミル
　クを入れる　seg．11①：家族の朝食segj　1③：散歩seg．12①：訪問seg．12①：玄関のチャイム
　を鳴らすseg．12①：茶を入れる　seg．12①：茶を飲むseg．12②：客を通す　seg．12②：そうめん
　を食べる　seg．12③：写真を撮る［ユニット3］seg．14②：散歩　seg．16①：あぐら　seg．16①：
　茶を飲むseg．18③：祝儀segj　8③1新郎・新婦入場seg．18③：媒酌人あいさつseg．18③：ケ
　ーキカット　seg．18③二乾杯　seg．18③：色直し　seg．18③：スピーチ［ユニット4］seg．19①：
　酒屋の配達seg．19②：ボレーの練習　seg．19②：テニスボールの音seg．19②：髪を直すseg．19
②：たばこを吸うseg．20②：在庫調べseg．20③：茶を飲むseg．20③：手をたたくseg．22②：
　ボールペンにキャップをする　seg．23①：ペンキを塗る　seg．23②：額に手を当てて熱を見る　seg．
　23④：診察seg．23④：シャツのボタンを留める　seg．24②：代金を払う　seg．24③ニセーターをた
　たむ
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4．文化事項コラムー覧
本文中で各場面ごとに記された「文化事項コラム」のタイトルは以下の通りである．
seg．01①
seg．02①
seg．03①
seg．05③
seg．07①
seg』8②
seg．09①
seg．12①
segコ3①
seg．14①
seg．16①
seg．17①
seg．18①
seg．19②
seg．23③
自己紹介
名刺　　初対面のあいさつと名刺　　seg．02③　手土産
喫茶店
交番
引っ越し　　seg．07④戸籍と住民登録　　印鑑
お祝いとお返し　　のし　　se9．田③　日常の買い物
割り付けと校正
来客のもてなし　　川越の提灯祭り
縁談　　seg．13②　見合い写真
見合い　　座敷
仲人
結婚式　　結婚式場　　仏滅
新婚旅行　　seg．18③　披露宴
団地
保険証
5．表現形式索引
　ここには，本文中で各場面ごとに記された「表現形式」の見出し語形を五十音順にあげる．本文中
の解説は，（　）内に記した場面に記載されている．
「あれ（なん）ですが」（seg．14④）
「以上，～」（seg．01①）
「いっそ」（seg．22①）
「うそばっかり」（seg．19②）
「遠慮なく～」（seg．02③）
「お聞きのとおりです」（seg．02③）
「気を使う」（seg．02③）
「～けど」（seg．23①）
「ご承知のように～」（seg．06②）
「～ことですので」（seg．15①）
「～ことは～けれど／だけど／だが」（seg．08②）
「～ことはない」（seg．13③）
「さすが」（seg．19②）
「さっそくで恐縮ですが」（seg．02①）
「さっそくですが」（seg．06②）
「～しかない」（seg．09①）
「～じゃない」（seg．13③）
「せっかくだけど」（seg．17④）
「その線で」（seg．09①）
「それはある」（seg．15①）
「それにしても」（seg．15①）
「それが」（seg．24③）
「それ～ってこと？」（seg．13①）
「だいたい～」（seg．14③）
「～たいと存じます」（seg．18③）
「だけど」（seg．19③）
「たしかに～ですが」（seg．15①）
「だって～」（seg．13②）
「～たところ～」（seg．10②）
「ちょっと頼みなんだけど」（seg．18①）
「～っていうか」（seg．15②）
「～っていうんですか」（seg．20③）
「～って／という／といったところ」（seg．07①）
「つとまらない」（seg．03②）
「～でいきましょう」（seg．15②）
「～てみたら」（seg．09①）
「～と」（seg．16②）
「～と言いますと？」「～と言うと？」（seg．06②）
「～ということで～」（seg．15①）
「～と言うより」（seg．01①）
「～といっちゃなんだけど」（seg．18①）
「特に……」（seg．15①）
「～（のような）ところがある」（seg．03②）
「～ところすみません」（seg．16②）
「～とのことです」（seg．10②）
「～とは何よ」（seg．22①）
「何分」（seg．22②）
「習うより慣れろ／慣れよ」（seg．03①）
「なんだ」（seg．16②）
「～にうるさい」（seg．03①）
「～に力を入れる」（seg．06②）
「～になります」（seg．21①）
「～は別にして」（seg．24④）
「～ばよかったのですが」（seg．10①）
「ひとつ」（seg．22①）
「ひとつには」（seg．24④）
「ほら」（seg．12①）
「本日うかがいましたのは～の件なんですが」
　　　　　　　　　　　　　　　　（seg．02①）
「～もので……」（seg．06②）
「～ようなしだいです」（seg．06②）
「よかったら～」（seg．03②）
「～わけにはまいりませんでしょうか」
　　　　　　　　　　　　　　　　（seg．10①）
一117一
平成5年3月25日
企画・編集
?E 刷
日本語教育映像教材　中級編　関連教材
　　伝えあうことば
　　　3　映像解説書
発行
国立国語研究所
　〒115　東京都北区西が丘3－9－14　電話（03）3900－3111
大蔵省印刷局
　〒105　東京都港区虎ノ門2－2－4　電話（03）3587－4283～9

